
年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

1

単元　理解編
【知識及び技能】
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習課題に沿ってまとめようとして
いる。

・指導事項　情報・メディア／段落
構成と論理構造
・教材　『現代の「世論調査」』
・一人１台端末の活用　等
振り返りシートやノート
端末の活用

〇〇〇

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
・情報操作の具体例を通して筆者が提起する課
題を理解し、メディア社会に生きる者として問
題意識を持つ。
・情報やメディアの現状について述べた文章を
読み、自分の意見や考えを論述する。
・現代社会の課題を把握し、根拠の示し方や説
明の仕方を考えて書こうとしている。

〇〇〇

自ら教科書以外の文章に多く触れていく姿勢の育成／他者に対する共感力や感受性の育成・向上

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

態

〇 8
２
学
期

単元　表現編
【知識及び技能】
他の人のスピーチを聞き取り、評価
する方法を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スピーチを行いそれを傾聴する。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメートのスピーチを傾聴す
る。

・指導事項　話して伝える／傾聴ス
キル
・教材　「ビブリオバトル」
・一人１台端末の活用　等
振り返りシートやノート
端末の活用 〇

○

１
学
期

定期考査

単元　理解編
【知識及び技能】
比喩などの修辞を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
主張と論拠など、情報と情報との関
係を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
解釈した内容を工夫してまとめ、積
極的に紹介文を書こうとしている。

・指導事項　思考力・想像力を養う
／場面の展開のまとめ／行動や心理
の把握
・教材　「夢十夜」
・一人１台端末の活用　等
振り返りシートやノート
端末の活用

〇 〇 〇

単元　理解編
【知識及び技能】
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の主張に対する自分の考えを、
表現の仕方を工夫して書こうとして
いる。

・指導事項　自己と他者／段落構成
と論理構造
・教材　『「本当の自分」幻想』
・一人１台端末の活用　等
振り返りシートやノート
端末の活用

定期考査

定期考査

〇

単元　理解編
【知識及び技能】
対比関係を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成などを的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報との関係を理解する。

・指導事項　比較文化／段落構成と
論理構造
・教材　「水の東西」
・一人１台端末の活用　等
振り返りシートやノート
端末の活用 ○ 〇 〇 ○ ○

○ ○

・主張と論拠、推論など、情報と情報との関係
を理解する。
・主題に至る論の構造を把握し、主張に説得力
を持たせるための論の展開について考える。
・反論を示すことによって自分の主張の正しさ
を補強する推論の仕方を理解し、粘り強く論理
の展開を把握しようとしている。

〇 〇 ○

〇 〇

・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。
・対比による推論を叙述を基に理解し、学習課
題に従って要旨をまとめようとしている。

〇

8

３
学
期

〇

〇

・主張と論拠など、情報と情報との関係を理解
する。
・「夢」という非日常性を持った世界におい
て、「自分」は何を判断の根拠としているかを
読み解くなどして、自分の意見や考えを論述す
る。
・自分の意見や考えを論述するために、文章の
内容や構成、論理の展開の仕方などを積極的に
捉えようとしている。

〇

単元　表現編
【知識及び技能】
話し合いの進め方のルールを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
論点を共有したり考えを広げたり深
めたりしながら話し合いの実践を行
う。
【学びに向かう力、人間性等】
合意形成の話し合いについて関心を
持つ。

・指導事項　話して伝える／資料作
成
・教材　「ディベート」
・一人１台端末の活用　等
振り返りシートやノート
端末の活用 〇 〇

・目的や意図に応じて適切な題材を決め、情報
の妥当性や信頼性を吟味して内容を明確にでき
る。
・写真や資料を効果的に用いるなど、相手の理
解を得られるように表現を工夫する方法を学ぶ
・自分の考えが的確に伝わるよう、根拠の示し
方や説明の仕方、表現のしかたを工夫する方法
を学ぶ。

定期考査

○

○

【学びに向かう力、人間性等】

・日常的に自分たちが触れているものよりも長
め、難しめの文章を意欲的に読んでいこうとす
る姿勢
・扱われているテーマについて自らより深く知
り、考えていける力

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】基礎的言語能力（読む・書く・話す・聞く）およびコミュニケーション技能・能力の習得および向上

国語 現代の国語 2

現代の国語国語

領域
評価規準

・漢字や語句など語彙力の向上
・論理的な文章や実用的な文章に数多く触れるこ
とで基礎的な読解力を向上させる
・「書く・話す・聞く」など言語表現にかかわる
技能の向上

○

知

（A組：岩瀬）（B組：濱谷）（C組：小野）（D組：小野）（E組：岩瀬）（F組：小野）（G組：岩瀬）（H組：濱谷）

・論理的な文章の構造を把握し、論理や文意を適切に
把握する力
・問われているテーマについて自分の考えを持ち、そ
れを適切に表現できる力、および聞く力

高等学校　現代の国語　　第一学習社

国語

文章の種類を問わず、書き手の意図を的確に把握する力、および自分の考えを適切に表現する力の育成

・主張と論拠など情報と情報との関係について
理　解している。
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。
・情報と情報を対比させながら展開する評論を
粘り強く読み、学習課題に沿って論理の展開を
分析しようとしている。
・東洋（日本）と西洋の文化における比較を行
い、まとめ発表する。

8

単元　理解編
【知識及び技能】
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。

・指導事項　時間と近代／段落構成
と論理構造／対比の方法
・教材　「不均等な時間」
・一人１台端末の活用　等
振り返りシートやノート
端末の活用

1

・自分の意見を大勢の聞き手にわかりやすく伝
えるスピーチの方法を理解し、実践する。
・他の人のスピーチを聞き取り、評価する方法
を学ぶ。
・進んで材料を集めたり吟味したりし、今まで
の学習を生かしてスピーチを行おうとしてい
る。

単元　表現編
【知識及び技能】
情報の信頼性や妥当性の吟味の仕方
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
スピーチの方法を理解し実践する。
【学びに向かう力、人間性等】
今までの学習を生かして効果的に話
そうとしている。

・指導事項　話して伝える
・教材　「スピーチで自分を伝え
る」
・一人１台端末の活用　等
振り返りシートやノート
端末の活用

〇 〇 〇 10

1

6

8

〇

・話し言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親
しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理
解を深め使っている。
・「話すこと・聞くこと」において、自分の考
えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明
確にするとともに、相手の反応を予想して論理
の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫し
ている。
・学んだことを学校生活の他の場面でも生かそ
うとしている。

○

定期考査

7

1

〇

〇〇〇

70

10

1
〇〇 合計



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

単元　漢詩
【知識及び技能】
　訓読の決まりを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文を通じ、思想・文化に親し
む

・指導事項　訓読／音読／対訳・
解釈／作品の背景の理解
・教材　「漢詩」（唐詩・日本の
漢詩）
・一人１台端末の活用　等
訓読の理解（スタディーサプリ）
学びのふりかえりシート作成 〇 〇

・作品の歴史的・文化的背景を理解する。
・表現や技法（押韻や対句）に留意して漢詩
を鑑賞し、古代中国の人々が自然や人事に向
けた思いを読み取る。
・日本の各時代によまれた漢詩を鑑賞し、人
への思いがどのように表現されているかを読
み取る。
・漢詩のきまりを進んで理解し、学習の見通
しをもって漢詩を鑑賞しようとしている。
・我が国の文化に漢詩が浸透していたことに
興味を持ち、中国の文化との関係に理解を深
めている。

〇〇〇

合計

70

7

1

〇〇

8

単元　思想
【知識及び技能】
　訓読の決まりを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉える
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文を通じ、思想・文化に親し
む

・指導事項　訓読／音読／対訳・
解釈／作品の背景の理解
・教材　『論語』
・一人１台端末の活用　等
訓読の理解（スタディーサプリ）
学びのふりかえりシート作成

〇

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・合戦を主題とした文学作品を読み、争いを
背景として生まれた思想や人間のありようを
知る。
・軍記物語という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉える。
・文体の歴史的背景を踏まえて本文を読み、
学習の見通しをもって表現や描写・文体の特
色を評価しようとしている。

定期考査

〇

・古典の言葉と現代の言葉とのつながりにつ
いて理解する。
・日本にも大きな影響を及ぼした『論語』に
ついて知り、孔子のものの見方や考え方を理
解する。
・孔子のエピソードを調べて文章にまとめる
課題に応じて調査する。
・『論語』が我が国の文化に及ぼした影響に
ついて理解し、孔子の理想とするところを粘
り強く説明しようとしている。

8〇〇〇

定期考査 ○ ○ 1

8

定期考査 ○ ○ 1

単元　史伝
【知識及び技能】
　訓読の基礎・言葉とその由来に
ついて知る
【思考力、判断力、表現力等】
　訓読の基本ルールを理解し、応
用的に使いこなせる
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文を通じ、漢文学・文化に親
しむ

・指導事項　訓読／音読／対訳・
解釈／作品の背景の理解
・教材　『十八史略』「完璧」
「先従隗始」
・一人１台端末の活用　等
訓読の理解（スタディーサプリ）
学びのふりかえりシート作成

〇 〇

・訓読のきまりを理解する。
・史伝の舞台となる時代背景を知るととも
に、作中に描かれた藺相如の考えや人物像を
読み取る。
・戦国時代を背景とした国の状況を知るとと
もに、郭隗が用いた論理の巧みさを読み解
く。
・積極的に史伝を読み、藺相如の考え方や人
物像を説明しようとしている。
・積極的に史伝の特徴を理解し、たとえ話に

〇〇〇

7

1

・訓読の基本ルールにのっとって正しく漢文
を読める
・故事成語が現代でも使われていることを理
解する
・作品の時代背景を理解し、その時代の価値
観について自分の考えをまとめられる
・漢文化と日本文化の関係について興味を持
ち、学習を深めようとしている

単元　漢文入門・故事成語
【知識及び技能】
　訓読の基礎・故事成語とその由
来について知る
【思考力、判断力、表現力等】
　訓読の基本ルールを理解し、応
用的に使いこなせる
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文を通じ、漢文学・文化に親
しむ

・指導事項　訓読／音読／対訳・
解釈／作品の背景の理解
・教材　『戦国策』「漁夫之利」
「狐借虎威」
・一人１台端末の活用　等
訓読の理解（スタディーサプリ）
学びのふりかえりシート作成

〇 〇 〇 8

1

○

○

○

・古典に興味を持ち、積極的に読もうとして
いる。
・古文に慣れ、スムーズに音読できる
・対訳を読みながら、作品の内容を把握でき
る
・当時の感覚や価値観と、現代の価値観とを
比較しながら、共通項や違いについてまと
め、自分の考えを述べられる
・文法事項（用言）について理解できる

〇

〇

8○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

・古典あるいは近代以降の文学が、多くの人に影響を与え、現代まで続く文化を形成してきたことの価値を理解し、意欲的に学んでいこうとする姿勢を持つ

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】基礎的言語能力（読む・書く・話す・聞く）およびコミュニケーション技能・能力の習得および向上

国語 言語文化 2

態

言語文化国語

領域
評価規準

・漢字や語句など語彙力の向上
・近代以降の文学に触れ、文学的表現に対する
読解力を向上させる
・古典文学に慣れ、文法的知識をもとに正確に
古典を読み取る力を向上させる

知

○ ○

３
学
期

〇

・古文に慣れ、スムーズに音読できる
・対訳を読みながら、作品の内容を把握でき
る
・文法事項（用言）について理解できる
・当時の感覚や価値観、特に和歌に対するそ
れと現代の価値観とを比較しながら、共通項
や違いについてまとめ、自分の考えを述べら
れる
・歌物語の中に描かれている、人の思いや機

○ ○

〇

定期考査 ○ ○

○ ○

・指導事項　軍記物語の理解／内
容理解／文法事項／時代背景の理
解
・教材　『平家物語』「祇園精
舎」「木曾の最期」
・一人１台端末の活用　等
文法学習（スタディサプリ）
読後の意見交換
学びのふりかえりシート作成

単元　古文入門・説話文学
【知識及び技能】
　古文を読むための基礎知識を
得、簡単な説話の世界に触れてみ
る
【思考力、判断力、表現力等】
　近代以降の文章との違いを自分
なりに見つけていく
【学びに向かう力、人間性等】
　古典に関心を持って臨む

・指導事項　用言／説話の理解
・教材　古文入門　『宇治拾遺物
語』「絵仏師良秀」　『竹取物
語』「なよ竹のかぐや姫」
・一人１台端末の活用　等
文法学習（スタディサプリ）
読後の意見交換
学びのふりかえりシート作成

単元　軍記物語
【知識及び技能】
古文の読解のための技能習得に進
む
【思考力、判断力、表現力等】
作品に現れる人間観に触れ、長く
読まれる作品について考える
【学びに向かう力、人間性等】
より積極的に古文学習意欲をもつ

〇 〇 〇〇

・仮名遣いの違いや50音の違いなどを理解し
たうえで、古文を適切に音読できる
・初歩的な古典作品を対訳付きで理解できる
・古文に慣れ、スムーズに音読できる
・対訳を読みながら、作品の内容を把握でき
る
・当時の感覚や価値観と、現代の価値観とを
比較しながら、共通項や違いについてまと
め、自分の考えを述べられる

○

〇

〇 〇

２
学
期

単元　歌物語
【知識及び技能】
より正確に古文を読む
【思考力、判断力、表現力等】
和歌が教養の中心にあった時代を
想像し、当時の感じ方をとらえる
【学びに向かう力、人間性等】
時代への理解を深めようとしてい
る

・指導事項　歌物語の理解／内容
理解／文法事項／時代背景の理解
・教材　『伊勢物語』「芥川」
「筒井筒」
・一人１台端末の活用　等
文法学習（スタディサプリ）
読後の意見交換
学びのふりかえりシート作成

〇 〇

○

１
学
期

単元　古文入門・随筆・随想
【知識及び技能】
　古文を読むための基礎知識を
得、簡単な説話の世界に触れてみ
る
【思考力、判断力、表現力等】
　近代以降の文章との違いを自分
なりに見つけていく
【学びに向かう力、人間性等】
　古典に関心を持って臨む

・指導事項　現代仮名遣いと歴史
的仮名遣い／古典での５０音／随
筆の読解
・教材　古文入門　『万葉集』
「春はあけぼの」
・一人１台端末の活用　等
古典導入教材（スタディサプリ）
学びのふりかえりシート作成

・指導事項　訓読
・教材　「漢文を読むためにⅠ・
Ⅱ」
・一人１台端末の活用　等
古典導入教材（スタディサプリ）
学びのふりかえりシート作成

○

定期考査

〇

4

（AB・CD・EF・GH組：岩瀬・小野・濱谷）

・含意のある文章を適切に読み取り、自分で判断し
たうえで鑑賞できる力の向上
・時代背景が異なっても変わらない、人の感情・思
いを読み取り、鑑賞できる力の向上

高等学校　言語文化　　第一学習社

国語

文章の種類を問わず、書き手の意図を的確に把握する力、および自分の考えを適切に表現する力の育成

自ら教科書以外の文章に多く触れていく姿勢の育成／他者に対する共感力や感受性の育成・向上

7

単元　漢文入門
【知識及び技能】
　訓読の基礎
【思考力、判断力、表現力等】
　訓読の基本ルールを理解し、応
用的に使いこなせる
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文を通じ、漢文学・文化に親
しむ

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

・訓読の基本ルールを理解し、身につける
・返り点や送り仮名、返読文字、再読文字、
置き字を理解する
・訓点に応じて書き下し文に直せる
・外国語を自国語で読めるようにした必要性
について考え、自国文化と他国文化の関係に
ついて考える
・意欲的に漢文学習に取り組んでいる

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理・歴史の概要を理解し、情報を整理し適切に調べる力を身に着ける。

（E組：小黒） （F組：加藤）

我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の
文化を尊重することの大切さについて自覚
などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 歴史総合

（A組：小黒） （B組：小黒） （C組：小黒） （D組：小黒）

地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，
世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史を理解する。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，
多面的・多角的に考察する。

『明解　歴史総合』（帝国書院）

地理歴史

学習した地理・歴史的事象を多面的・多角的に考察し、自己の意見を踏まえて表現する力を養う。

学習した地理・歴史的事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に取り組む態度を養う。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

単元　歴史と私たち
【知識及び技能】
近代化に関わる史資料を読み解く技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から得た情報と，中学校までの
学習で得た知識を統合し，近代化を
読み解く問いを表現している。

・問い
私たちの身近にあるものには，ど
のような歴史や世界との結び付き
があるのだろうか。

【知識・技能】
身の回りの事象と世界の歴史がつながっているこ
とを理解している。
【思考・判断・表現】
身の回りの事象と世界の歴史とのつながりについ
て考察し，自分の考えを表現している。

○ ○ 2

単元　江戸時代の日本と結び付く世
界
【知識及び技能】
18世紀における清を中心としたアジ
アの国際秩序やヨーロッパ諸国との
交易について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
銀の動きに着目し，清と近隣諸国，
ヨーロッパ諸国との交易の特徴につ
いて考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
大西洋三角貿易がアフリカとアメリ
カに残した課題について考察し，表
現している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

7

単元　近代化の進展と国民国家形成
【知識及び技能】
国民国家の形成について，ナショナ
リズムの運動に着目して理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
１８４８年を転換点とするヨーロッ
パにおける近代化の経緯について考
察し，その特徴を表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
国民国家の形成や帝国主義政策が現
代社会に与えた影響について考察
し、解決策を追究しようとしてい
る。

○

○ 〇

6

単元　欧米諸国における近代化
【知識及び技能】
産業革命の進行と，その結果確立し
た資本主義による社会の変化につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
産業革命による社会の変化に着目
し，現代につながるどのような問題
が生じたかを考察し，表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な革命が現代社会に与えた課題
を考察し、解決策を追究しようとし
ている。

・問い
欧米で起こった市民革命・産業革
命により，社会はどのように変化
したのだろうか。
・指導事項
①イギリスの革命とアメリカの独
立
②フランス革命～ヨーロッパ近代
の幕開け
③フランス革命の影響と国民意識
の芽生え
④産業革命で変わる社会
⑤イギリスの繁栄と国際分業体制
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等

【知識・技能】
市民社会と国民国家の形成，資本主義社会と国際
分業体制確立の経緯を理解している。
【思考・判断・表現】
市民革命および産業革命の経緯などから，諸改革
の意義と現在社会との関わりを考察し，自分の言
葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
市民革命や産業革命が現代社会に与えた課題につ
いて，解決策を追究しようとしている。

○

○ ○ ○ 8

1

単元　アジア諸国の動揺と日本の開
国
【知識及び技能】
ヨーロッパの進出に対し，オスマン
帝国，エジプト，イランの３国がそ
れぞれどのような対応をとったのか
を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
清と日本の欧米諸国への対応におけ
る相違点をあげ，その理由について
考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
欧米諸国の進出に伴うアジア社会の
変容が現代社会に与えた影響につい
て考察し、その解決策を追究しよう
としている。

・問い
近代化した欧米諸国の進出に，ア
ジア諸国や日本はどのように対応
したのだろうか。
・指導事項
①「西洋の衝撃」と西アジアの変
化
②南・東南アジアの植民地化
③ヨーロッパの日本接近とアヘン
戦争
④黒船と日本の対応
⑤新体制と江戸幕府の滅亡
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等

【知識・技能】
欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容について
理解している。
【思考・判断・表現】
アジア諸国の変容を比較したり関連付けたりして
考察し，「西洋の衝撃」の歴史的意義について自
分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が現代社会に
どのような課題を生み出したかについて考察し，
追究しようとしている。

○ ○ ○ 5

○ ○

・問い
18世紀の日本やアジア，ヨーロッ
パは，それぞれどのように結び付
いていたのだろうか。
・指導事項
①アジアの中の江戸幕府
②成熟する江戸社会
③清の繁栄と結び付く東アジア
④アジア・アメリカに向かうヨー
ロッパ
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等

【知識・技能】
18世紀のアジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国
の貿易と，日本への影響について理解している。
【思考・判断・表現】
「大航海時代」から「世界の一体化」へ至る交易
の意義と地域の変容について考察し，自分の言葉
で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
18世紀の交易と現代の貿易との違いについて考察
し，その変化の要因を追究しようとしている。

（G組：小黒） （H組：小黒）

・問い
近代化が進むなかで，欧米諸国は
どのような国家を形成していった
のだろうか。
・指導事項
①1848年～近代ヨーロッパの転換
点
②イタリア・ドイツの統一とロシ
アの近代化
③アメリカの拡大と第２次産業革
命
④帝国主義と世界の一体化
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等

【知識・技能】
国民国家の展開と帝国主義による世界分割や移民
の状況を理解している。
【思考・判断・表現】
国民国家の形成・発展による対外戦争や差別・抑
圧，帝国主義が人類に与えた変化について考察
し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国民国家や帝国主義政策が現代社会に与えた影響
について，追究しようとしている。

○ ○

定期考査

定期考査
○ ○ 1



合計

70

1

単元　冷戦で揺れる世界と日本
【知識及び技能】
高度経済成長に至る経緯を，55年体
制や冷戦に着目して理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
日本が高度経済成長を達成すること
ができた要因を国内外の情勢と関連
させて考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦期における各国の動向を踏ま
え、現代社会に与えた影響について
考察し、その解決策を追究しようと
している。

・問い
冷戦が展開されるなかで，日本や
世界の国々はどのような選択をし
たのだろうか。
・指導事項
①アメリカ・ソ連の緊張と緩和
②冷戦下における日本の復興
③第三勢力の形成と脱植民地化
④中東戦争とパレスチナ問題
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等

【知識・技能】
55年体制の形成から高度経済成長に至る日本の動
きを，冷戦下の国際情勢を踏まえながらその中に
位置づけて理解している。
【思考・判断・表現】
冷戦下の日本と世界の動向について，政治・経済
の関連や諸地域間の比較を通して多面的に考察
し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦期における各国の動向，現在の社会において
どのような課題を生み出したのか考察し，解決策
について追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

6

定期考査

○ ○

○ 7

定期考査

○ 6

定期考査

○ ○ 1

○ ○

1

【知識・技能】
国際関係の視点を軸に，第一次世界大戦勃発から
終戦までの経緯と，参戦各国の社会の変化につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦の総力戦体制下において，列強の
戦闘員・列強の非戦闘員・植民地や従属地域の
人々がそれぞれどのような目的で戦争に協力した
のかを考察し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の戦争参加が，
現在の社会につながるどのような課題を生み出し
たのかについて考察し，解決策について追究しよ
うとしている。

○ ○ ○

３
学
期

単元　再出発する世界と日本
【知識及び技能】
日本とドイツに対する連合国の戦後
処理の目的と結果，および国際連合
を中心とした国際平和協力について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦がヨーロッパ諸国に及ぼした影
響について考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
2度の世界大戦が現代社会に与えた
影響について考察し、その解決策を
追究しようとしている。

・問い
第二次世界大戦を経て，国際秩序
はどのように変化したのだろう
か。
・指導事項
①戦後の新たな国際秩序
②冷戦の始まり
③日本撤退後の東アジア
④日本の改革と独立の回復
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等

【知識・技能】
冷戦および冷戦構造の形成と，国連を中心とする
平和へ向けた新たな国際秩序について，日本と関
連付けながら理解している。
【思考・判断・表現】
国際連合を中心に，第二次世界大戦以前と以後の
国際関係を比較することで，戦争の経験が人々に
何をもたらしたのかを考察し，自分の言葉で表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
大戦後に形成された冷戦構造と国際連合による平
和維持体制における課題が，現代社会にどのよう
な影響を与えているかについて考察し，解決策を
追究しようとしている。

○ ○

単元　国際協調と大衆社会の広がり
【知識及び技能】
大戦後のヨーロッパで，平和を模索
する国際秩序が構築されたことと大
衆による政治参加が進んだことにつ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
大戦後，各国で大衆の政治参加が進
んだ理由について考察し，表現して
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
ヴェルサイユ体制に基づく国際秩序
が現代社会に与えた影響について考
察し、その解決策を追究しようとし
ている。

・問い
欧米や日本など，世界各地に広
まった大衆化とは，どのようなも
のだったのだろうか。
・指導事項
①ヴェルサイユ体制の成立
②東アジアの民族自決の行方
③中東。インドの民族自決の影響
④ヨーロッパの復興と大衆の政治
参加
⑤大衆社会の出現とアメリカの繁
栄
⑥日本における大衆社会の形成
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等

【知識・技能】
ヴェルサイユ体制によって形成された国際秩序
と，国際社会や各国に生じた政治・社会・文化の
変化を理解している。
【思考・判断・表現】
新しい国際秩序と大衆社会の特徴について考察
し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヴェルサイユ体制に基づく国際秩序の成立と，２
０世紀前半における大衆社会の到来が，現代社会
においてどのような課題を生み出したのかを考察
し，その解決策について追究しようとしている。

○ ○

単元　近代化が進む日本と東アジア
【知識及び技能】
日本が，明治維新の諸改革によって
急速に近代化を進めたことについて
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
明治維新の前後で国の仕組みと身分
制がどのように変化したか考察し，
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
明治維新やアジア諸国の変容が，現
代社会に与えた影響について考察
し，その解決策を追究しようとして
いる。

・問い
日本や東アジア諸国は，近代化を
通じてどのように変化していった
のだろうか。
・指導事項
①新政府の誕生
②近代国家を目指す日本
③日本と清の近代化と日清戦争
④列強の進出と日露戦争
⑤日露戦争が与えた影響
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等

【知識・技能】
明治維新とその後の日本の変化やアジア諸国の変
容について理解している。
【思考・判断・表現】
明治維新の歴史的な意義について，現代の日本へ
の影響と関連付けて考察し，自分の言葉で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
明治維新やアジア諸国の変容が，現代社会にどの
ような課題を与えたかについて考察し，解決策を
追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

２
学
期

単元　日本の行方と第二次世界大戦
【知識及び技能】
ヨーロッパでの戦いから，アジア・
太平洋にも及ぶ戦争に発展する経緯
に着目して理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
なぜ第二次世界大戦では多くの犠牲
者が出ることになったのか考察し，
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
大衆の戦争参加が現代社会に与えた
影響について考察し、その解決策を
追究しようとしている。

・問い
大衆は，どのようにして戦争を導
いてしまったのだろうか。
・指導事項
①世界恐慌が与えた影響
②ファシズムの台頭と拡大
③政党政治に断絶と満州事変
④日中戦争の始まり
⑤第二次世界大戦の展開
⑥戦局の悪化と被害の拡大
⑦第二次世界大戦の終結とその惨
禍
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等

【知識・技能】
世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至るまでの
経緯について，大衆とマスメディアの関わりに着
目しながら理解している。
【思考・判断・表現】
ファシズム体制の形成から終戦に至るまで，ドイ
ツや日本で大衆がなぜ戦争に協力していったのか
考察し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
大衆の戦争への加担という問題を現代社会におけ
る課題としてとらえ，その解決策を追究しようと
している。

○ ○ ○ 6

単元　第一次世界大戦と日本の対応
【知識及び技能】
第一次世界大戦が総力戦化した構造
を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦の特徴と戦争の被害
が拡大した要因について考察し，表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
第一次世界大戦に伴う様々な変化が
現代社会に与えた影響について考察
し、その解決策を追究しようとして
いる。

・問い
第一次世界大戦は，日本を含む世
界の人々にとってどのような戦争
になったのだろうか。
・指導事項
①ドイツの挑戦とバルカン半島の
緊張
②総力戦となった第一次世界大戦
③ロシア革命と大戦の終結
・一人１台端末の活用，史資料の
読解等



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 　数学  科目　　　数学Ⅰ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

教科担当者： （Ａ組～Ｈ組：　池浦，三好、八百板　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
余弦定理や正弦定理を用いて，三角形の残りの辺の長さや角の大き
さを求めることができる。
【思考・判断・表現】
正弦定理，余弦定理を導くことができる。三角比と三角形の面積の
関係を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

単元　「三角形への応用」
【知識及び技能】
正弦定理，余弦定理の意味を理解し利用することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
正弦（余弦）定理や面積を求める公式を導くことが
できる，

定期考査
○ ○ 1

○ 11

２
学
期

定期考査
○ ○ ○ 1

○ 14

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
2次関数をy=〖a(x-p)〗^2+q の形に式変形して，最大値，最小値を
求めることができる。
【思考・判断・表現】
定義域が変化するときや，グラフが動くときの最大値や最小値につ
いて，考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常生活における具体的な事象の考察に，2次関数の最大・最小の考
えを活用しようとしている。

○ ○ ○ 11

単元「２次方程式と２次不等式」
【知識及び技能】
2次方程式や2次不等式の解と2次関数のグラフとの関
係について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
2次関数のグラフを用いて2次不等式の解を求めるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近にある具体的な問題を2次不等式で解決できる。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
2次方程式・不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
2次式が一定の符号をとるための条件を，グラフと関連させて考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
2次関数で表される事象の具体例について興味をもち，考察しようと
している。

○ ○

単元　「三角比」
【知識及び技能】
三角比の意味やその基本的な性質について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
三角比の相互関係などを理解できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などを数学的にとらえ，三
角比を活用して問題を解決する力を培う。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
直角三角形の辺の長さを三角比で表す式を理解し，測量などの応用
問題に利用できる。
【思考・判断・表現】
三平方の定理をもとに三角比の相互関係を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
tan θと直線の傾きの関係に興味をもち考察しようとしている。

1

単元　「２次関数とグラフ」
【知識及び技能】
2次関数の値の変化やグラフの特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
コンピュータなどの情報機器を用いて2次関数のグラ
フをかく。
【学びに向かう力、人間性等】
2次関数の式とグラフとの関係について，多面的に考
察する。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
平方完成を利用して，2次関数y=〖ax〗^2+bx+c のグラフの軸と頂点
を調べ，グラフをかくことができる。
【思考・判断・表現】
放物線の平行移動を，頂点の移動に着目して，考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
放物線のもつ性質に興味・関心を示し，自ら調べようとしている。

○ ○ ○ 9

単元　「２次関数の値の変化」
【知識及び技能】
2次関数のグラフを通して関数の値の変化を考察す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
2次関数の最大値や最小値を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
2次関数の最大・最小の考えを利用して日常生活にお
ける具体的な事象を考察する。

定期考査
○ ○ ○

○ ○ ○ 9

単元　「実数」
【知識及び技能】
既習の数を実数としてまとめ，数の体系についての
理解を深める。簡単な無理数の四則計算ができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
実数が四則演算に関して閉じていることや，直線上
の点と1対1に対応していることなどについて理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
実数の性質について考察する。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
根号を含む式の加法，減法，乗法の計算ができ、分母の有理化がで
きる。
【思考・判断・表現】
実数を数直線上の点の座標として捉えられる。また，実数の大小関
係と数直線を関係づけて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
対称式の値の求め方や循環小数が分数で表現できることに興味を示
し，自ら考察しようとしている。

○ ○ ○

11

単元　「集合と命題」
【知識及び技能】
集合と命題に関する基本的な概念を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
集合と命題に関する概念を事象の考察に活用できる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
背理法を利用して命題を証明することができる。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
集合とその表し方を理解している。
【思考・判断・表現】
命題の真偽を，集合の包含関係に結び付けてとらえることによって
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
直接証明法では難しい命題も，対偶を用いた証明法や背理法を用い
ると鮮やかに証明できることに興味・関心をもち，実際に証明しよ
うとしている。

○ ○ ○ 10

単元　「一次不等式」
【知識及び技能】
不等式の解の意味や不等式の性質について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
不等式の性質を基に1次不等式を解く方法を考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
具体的な事象に関連した課題の解決に1次不等式を活
用する力を培う。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
不等式における解の意味を理解し，1次不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
絶対値記号を含むやや複雑な式についても，適切に絶対値記号をは
ずす処理ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常的な事象に1次不等式が活用できることに関心をもち，考察しよ
うとしている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

単元　「式の計算」
【知識及び技能】
式を目的に応じて整理できる。
【思考力、判断力、表現力等】
複雑な式も，項を組み合わせるなどして適切に変形
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
既に学習した計算の方法と関連付けて，多面的に捉
えたり，目的に応じて適切に変形できる。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
式の形の特徴に着目して変形し，展開や因数分解の公式を適用する
ことができる。
【思考・判断・表現】
複雑な式についても，項を組み合わせる，降べきの順に整理するな
どして，因数分解をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
式の変形，整理などの工夫において，よりよい方法を考察しようと
している。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

7

定期考査
○ ○ ○ 1

数学 数学Ⅰ 3

　数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化
したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付ける。

数や式を多面的にみたり適切に変形する力，図形の性質や計量につ
いて論理的に考察し表現する力，事象の特徴を表，式，グラフを関
連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について分
析し，解決の過程や結果を考察し判断する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

「新編 数学Ⅰ」　　数研出版

　数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能
を身に付ける。
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象
を 簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付ける。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしたりする。問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとしたりする。
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合計

３
学
期

○ ○ ○ 1

10

・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【主体的に学習に取り組む態度】
正弦定理，余弦定理，三角形の内接円と面積の関係を導こうとす
る。日常の事象や社会の事象などに正弦定理や余弦定理を活用しよ
うとしている。

単元　「データの分析」
【知識及び技能】
データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を考
察する力を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
手法を選択してデータの分析を行い，事象の特徴を
表現する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
主張の妥当性について，実験を通して判断し，批判
的に考察する力を養う。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学Ⅰ」
「練習ドリル　数学Ⅰ」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
データの代表値，分散，標準偏差の定義とその意味を理解し、計算
して求めることができる。
【思考・判断・表現】
データの散らばりの度合いをどのように数値化するかを考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
変量の変換によって，平均値や標準偏差がどのように変化するか，
考察しようとしている。

○ ○ ○

できる，
【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などを数学的にとらえ，正
弦定理，余弦定理などを活用して問題を解決する力
を培う。

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 　数学  科目　　　数学A
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

教科担当者： （Ａ組 亀谷、B組 泉、C組 泉、D組 三好、E組 三好、F組 亀谷、G組 亀谷、H組 亀谷）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 7

定期考査
○ ○ 1

２

学

期

単元　　１次不定方程式

さまざまな１次不等式について、その整数解を求め
る解法を学ぶとともに、身の回りの事象に活用でき
るようにする。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
互除法の原理を理解し，互除法を用いて2数の最大公約数を求めることがで
きる。1次不定方程式の特殊解を求め，それによりすべての整数解を求める
ことができる。
【思考・判断・表現】
天秤ばかりのつり合いや油分け算などの日常的な問題について，1次不定方
程式と関連付けて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
素因数分解をしなくても，互除法によって最大公約数が求められることに興
味・関心をもつ。

○ ○

単元　　記数法、座標の考え方、ゲーム・パズルの
中の数学

さまざまな記数法を学び、平面や空間の位置を表す
座標を考え、数学を様々な場面で有効に活用できる
ようにする。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小テス
ト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の発表

【知識・技能】
記数法，n 進法について理解している。n 進法の整数を10進法で，10進法の
整数をn 進法で表すことができる。地上における特定の地点を，座標平面上
の点と捉えて位置を座標で表現できる。
【思考・判断・表現】
現代の記数法を古代の記数法と比較し，特徴を説明することができる。平面
上の点の座標の考え方を，空間の点の座標に拡張して考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
天秤のつり合いや油分け算などの日常的な問題について，1次不定方程式と
関連付けて考察しようとする態度がある。数学史の話題を通じて，数の表し
方に興味・関心をもつ。コンピュータなどの身近な物に，n 進法の考え方が
活用されていることに興味・関心をもつ。平面上の点の位置に関する問題
を，座標平面上で代数的に解決する解法のよさを知ろうとする。

○ ○

定期考査
○ ○ ○ 1

○ 7

○ ○

合計

３

学

期

単元　　平面図形

三角形、円、円と直線の間に成り立つ関係、多角
形、作図などについて学び、それらを様々な場面で
活用できるようにする。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
定理を適切に利用して，線分の比や長さを求めることができる。円の基本的
な性質を理解している。中学校で学んだ垂線の作図を知っている。
【思考・判断・表現】
図形の性質を証明するのに，既習事項を用いて論理的に考察することができ
る。また，適切な補助線を引いて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
三角形や円に成り立つ定理に興味を示し，積極的に考察しようとする。数学
で扱う作図と，日常において図形をかくことでは，何が違うか考えてみよう
とする。

○ ○

1
定期考査

○ ○ ○

○ 6

単元　　空間図形

直線と平面の関係、空間図形と多面体などについて
学び、それらを様々な場面で活用できるようにす
る。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
空間における2直線の位置関係やなす角を理解している。正多面体の特徴を
理解し，それに基づいて面，頂点，辺の数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
空間における直線と平面が垂直になるための条件を，与えられた立体に当て
はめて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
空間における図形の位置関係について，積極的に考えてみようとする。オイ
ラーの多面体定理がどんな凸多面体でも成り立つかどうか調べてみようとす
る。

○

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
2つの整数 a，b を除数と余りを用いて表し，a+b などの余りを求めること
ができる。互除法の原理を理解し，互除法を用いて2数の最大公約数を求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
問題解決の過程を振り返って，割り算の余りの性質について考察を深めるこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学史の話題を通じて，割り算の方法や割り算の余りの性質に興味・関心を
もつ。素因数分解をしなくても，互除法によって最大公約数が求められるこ
とに興味・関心をもつ。

○ ○ ○ 7

1

２

学

期

単元　　約数と倍数、素因数分解、最大公約数、最
小公倍数、

約数と倍数の性質、素因数分解について理解できる
ようにする。２つ以上の整数について、共通する約
数や倍数について理解し、考察することができるよ
うにする。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
いろいろな数の倍数の判定法を理解している。自然数の正の約数やその個数
を求めるのに，素因数分解が利用できることを理解している。素因数分解を
利用して最大公約数・最小公倍数を求める方法を理解している。
【思考・判断・表現】
決められた手順で複数枚のカードを操作する事象などを数学的に捉え，約数
の個数の考えを用いて仕組みを考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
いろいろな数の倍数の判定法について調べようとする態度がある。数学史に
興味・関心をもち，素数と素因数分解について学ぼうとする態度がある。

○ ○ ○ 8

単元　　整数の割り算、ユークリッドの互除法

整式の割り算について、身の回りの事象に関連付け
て考えることができる。素因数が大きい数の最大公
約数を求める方法について理解し、１次不定方程式
の解法を身に付ける。

定期考査
○ ○ ○

7

単元　独立な試行と確率、条件付確率、期待値

集合を用いて確率の事象を明らかにする。
複数の試行を行うときの確率を考えることができる
ようにする。
条件付き確率と期待値の概念を理解し、身の回りの
事象について考えることができるようにする。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
複雑な独立試行の確率を，公式や加法定理などを用いて求めることができ
る。条件付き確率や確率の乗法定理を用いて確率の計算ができる。期待値の
定義を理解し，期待値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
独立な試行の確率を，具体的な例から直観的に考えることができる。既習の
確率と条件付き確率の違いについて，図や表などを用いて考察することがで
きる。結果が不確実な状況下において，どの選択が有理かを判断する基準と
して，期待値の考えを用いて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
加法定理などを利用して，複雑な事象の確率を意欲的に求めようとする。条
件付き確率や確率の乗法定理の考えに興味・関心をもち，積極的に活用しよ
うとする。日常の事象における不確実な事柄について判断する際に，期待値
を用いて比較し，考察しようとする。

○ ○ ○ 7

単元　　組み合わせ・確率の基本性質

いくつかのものの中からその一部を取り出して１列
に並べるとき、その組の総数について調べることが
できるようにする。
身の回りの事象について、起こりやすさ・起こりに
くさを数学的に考えることができるようにする。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小テス
ト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の発表

【知識・技能】
組合せの総数を記号で表し，それを活用できる。また，組合せの公式を理解
し，利用することができる。確率の定義を理解し，確率の求め方がわかる。
【思考・判断・表現】
既知である順列の総数をもとにして，組合せの総数を考察することができ
る。不確定な事象を，同様に確からしいという概念をもとに，数量的に捉え
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
順列と組合せの違いに興味・関心をもつ。1個のさいころを繰り返し投げる
実験などを通して，統計的確率と数学的確率の違いに興味・関心をもつ。

○ ○ ○

7

定期考査
○ ○ ○ 1

単元　　場合の数・順列

場合の数を求めるときの基本的な考え方についての
理解を深め，それらを事象の考察に活用できるよう
にする。
いくつかのものの中からその一部を取り出して１列
に並べるとき、並べ方の総数について調べることが
できるようにする。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表

【知識・技能】
○樹形図を用いて，場合の数をもれなくかつ重複なく数えることができる。
順列の総数，階乗を記号で表し，それを活用できる。順列，円順列，重複順
列の公式を理解し，利用することができる。
【思考・判断・表現】
場合の数を数える適切な方針を考察することができる。条件が付く順列，円
順列を，見方を変えたり別なものに対応させたりして処理することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
道順の数え方に興味を示し，樹形図，和の法則や対称性などによる場合の数
の数え方に関心をもつ。既知である積の法則から順列の総数を求める式を導
こうとする。

○ ○ ○

【知識・技能】
和集合や補集合について理解し，その要素の個数を求めることができる。ベ
ン図を利用することで，和集合や補集合の要素の個数を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
ベン図を利用して集合を図示することで，集合の要素の個数を考察すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
集合を考えることで，日常的な事柄などを，集合の要素の個数として数学的
に数えようとする。

○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

70

6

数学 数学A 2

　数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，数学と人間の活動の関係に
ついて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，
論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに
基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動と
の関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察
する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

「新編 数学A」　　数研出版

　数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする
技能を身に付ける。
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて
事象を 簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付ける。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしたりする。問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとしたりする。

態
配当
時数

１

学

期

単元　　集合

集合の概念、要素の個数、ベン図等について理解
し、それらを事象の考察に活用できるようにする。

・指導事項
　基本的な概念・原理・法則の解説、問題演習、小
テスト、課題提出
・教材
「４プロセス　数学A」
「練習ドリル　数学A」
・一人１台端末の活用
　タブレットを用いた多面的理解及び自己の考察の
発表



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（　物基710「高等学校　新物理基礎」第一学習社　「新課程版　ネオパルノート物理基礎　第一学習社　）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科

2学期中間考査

③運動エネルギー
④重力による位置エネルギー
⑤弾性力による位置エネルギー
⑥力学的エネルギー(1)
⑦力学的エネルギー(2)
第Ⅱ章　熱
第1節　熱とエネルギー
①温度と熱運動

【知識・技能】
運動エネルギーの大きさを計算し，物体がさ
れた仕事との関係についても式を用いて計算
できる。
【思考・判断・表現】
種々の物体の運動について，力学的エネル
ギー保存の法則を適用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
力学的エネルギー保存の法則に関連させ，振
り子の速さの測定などの実験に積極的に取り
組んでいる。

○ ○ ○

○

⑦力と質量と加速度の関係(1)
⑧力と質量と加速度の関係(1)
⑨運動の法則
⑩摩擦力
⑪流体から受ける力
第3節　仕事と力学的エネルギー
①力がする仕事
②仕事の原理と仕事率

【知識・技能】
静止摩擦力，動摩擦力の大きさを計算でき
る。 物体が受ける水圧や浮力の大きさを計
算できる。
【思考・判断・表現】
実験データを分析しながら，力と加速度の関
係，質量と加速度の関係を考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
摩擦力や浮力など，さまざまな力を含めた物
体の運動について，物理学的に理解しようと
している。

○ ○

⑧重力加速度と自由落下
⑨鉛直投射
⑩水平投射
第2節　力と運動の法則
①力と質量
②いろいろな力
③力の合成・分解と成分
④力のつりあい
⑤作用・反作用の法則
⑥慣性の法則

【知識・技能】
さまざまな状態にある物体について，はたら
く力を図示することができる。また、運動方
程式を立てることができる。
【思考・判断・表現】
力のベクトルの性質を踏まえ，つりあいの式
を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
 物体が落下するときのようすなどに関心を
もち，それらの現象を物理的に考えようとす
る。

第2節　音波
【知識・技能】
波の基本的な要素を学習し，波の速さ，波
長，周期(振動数)の間に成り立つ関係を式で
表せる。横波と縦波の伝わり方を理解する。2
つの波が重なりあったときの作図ができる。

②波の表し方
③横波と縦波
④波の重ねあわせ
⑤定常波
⑥波の反射
第2節　音波

【知識・技能】
波の基本的な要素を学習し，波の速さ，波
長，周期(振動数)の間に成り立つ関係を式で
表せる。横波と縦波の伝わり方を理解する。
2つの波が重なりあったときの作図ができ
る。

○

○

○ ○ ○ 12

○ ○ 1

8

配当
時数

１
学
期

第1節　物体の運動
【知識・技能】
直線上を運動している物体の合成速度や相対
速度を考えることができる。
【思考・判断・表現】
自由落下や鉛直投射について，式やグラフを
用いて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
速度が変化する日常での事象について意欲的
に考え，加速度とはどのような物理量である
かを考察しようとする。

第1節　物体の運動
①速さ
②等速直線運動
③変位と速度
④速度の合成・相対速度
⑤加速度
⑥等加速度直線運動(1)
⑦等加速度直線運動(2)

【知識・技能】
直線上を運動している物体の合成速度や相対
速度を考えることができる。
【思考・判断・表現】
自由落下や鉛直投射について，式やグラフを
用いて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
速度が変化する日常での事象について意欲的
に考え，加速度とはどのような物理量である
かを考察しようとする。

○ ○ ○ 10

第2節　力と運動の法則
【知識・技能】
さまざまな状態にある物体について，はたら
く力を図示することができる。また、運動方
程式を立てることができる。
【思考・判断・表現】
力のベクトルの性質を踏まえ，つりあいの式
を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
 物体が落下するときのようすなどに関心をも
ち，それらの現象を物理的に考えようとす
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第3節　仕事と力学的エネルギー
【知識・技能】
静止摩擦力，動摩擦力の大きさを計算でき
る。 物体が受ける水圧や浮力の大きさを計算
できる。
【思考・判断・表現】
実験データを分析しながら，力と加速度の関
係，質量と加速度の関係を考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
摩擦力や浮力など，さまざまな力を含めた物
体の運動について，物理学的に理解しようと
している。

第Ⅱ章　熱
第1節　熱とエネルギー
【知識・技能】
運動エネルギーの大きさを計算し，物体がさ
れた仕事との関係についても式を用いて計算
できる。
【思考・判断・表現】
種々の物体の運動について，力学的エネル
ギー保存の法則を適用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
力学的エネルギー保存の法則に関連させ，振
り子の速さの測定などの実験に積極的に取り
組んでいる。

9

1学期中間考査

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けている。

自然の事物・現象に主体的に関わり，物理学で
学んだ知識を用いて探究しようとする態度を身
に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

物理基礎
2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然の事物・現象についての物理法則の理解を深め，物理
現象を科学的に探究するために必要な観察，実験などに関
する技能を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，物理
法則や物理量の関係式を用いた解法で見通しを
もって、科学的に探究する力を身に付けてい
る。

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分析して
解釈し，表現するなど，科学的に探究している。

自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

理科

（A組：末重）（B組：原田）（C組：末重）（D組：原田）（E組：原田）（F組：原田）（G組：原田）（H組：末重）

理科 物理基礎



2学期末考査
○ ○ 1

○ ○ 11

３
学
期

第Ⅳ章電気　第1節　電荷と電流
【知識・技能】
 物体の帯電した電気量から，移動した電子の
数を計算できる。移動する電荷の大きさか
ら，電流の大きさを計算できる。
【思考・判断・表現】
抵抗が直列・並列に接続された回路におい
て，合成抵抗や電流，電圧を求めることがで
きる。 消費電力と使用時間から，電力量を考
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
抵抗の直列接続，並列接続の特徴について，
自身で考察し，式を導こうとする。ジュール
熱について身のまわりの製品と結びつけて理
解しようとする。

第Ⅳ章電気　第1節　電荷と電流
①電荷
②電流と電気抵抗
③物質と抵抗率
④抵抗の接続
⑤電力量と電力
第2節　電流と磁場
①磁場
②モーターと発電機
③交流の発生と利用
④電磁波

【知識・技能】
 物体の帯電した電気量から，移動した電子
の数を計算できる。移動する電荷の大きさか
ら，電流の大きさを計算できる。
【思考・判断・表現】
抵抗が直列・並列に接続された回路におい
て，合成抵抗や電流，電圧を求めることがで
きる。 消費電力と使用時間から，電力量を
考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
抵抗の直列接続，並列接続の特徴について，
自身で考察し，式を導こうとする。ジュール
熱について身のまわりの製品と結びつけて理
解しようとする。

〇 〇

学年末考査
○ ○

第3節　エネルギーとその利用
【知識・技能】
放射線の実体が何かを理解し，放射線の利用
について知る。原子力発電の基本的なしくみ
を理解し，どのような課題があるかを知る。
【思考・判断・表現】
電気エネルギーへの変換を中心として，利用
しているエネルギー資源について調べること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常生活と深く関わる電気エネルギーが，ど
のようにつくられているのかに関心を示して
いる。 放射線や原子力の利用について，意欲
的に学習しようとする。

つの波が重なりあったときの作図ができる。
【思考・判断・表現】
反射の仕方を理解し，反射波の作図をするこ
とができる。波の伝わり方を説明することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
音波の伝わり方を学習し，空気中における音
速と温度の関係を理解しようとしている。

第2節　音波
①音の速さと3要素
②波としての音の性質
③弦の固有振動
④気柱の固有振動
探究4　弦の固有振動
探究5　気柱の共鳴

る。
【思考・判断・表現】
反射の仕方を理解し，反射波の作図をするこ
とができる。波の伝わり方を説明することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
音波の伝わり方を学習し，空気中における音
速と温度の関係を理解しようとしている。

○

第3節　エネルギーとその利用
①太陽エネルギーの利用
②原子核と放射線
③原子力とその利用
　探究7　発電電力量の推移

【知識・技能】
放射線の実体が何かを理解し，放射線の利用
について知る。原子力発電の基本的なしくみ
を理解し，どのような課題があるかを知る。
【思考・判断・表現】
電気エネルギーへの変換を中心として，利用
しているエネルギー資源について調べること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常生活と深く関わる電気エネルギーが，ど
のようにつくられているのかに関心を示して
いる。 放射線や原子力の利用について，意
欲的に学習しようとする。

〇 〇 〇

4

合計

70

1

〇 12



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２章　物質と化学結合
　１節　イオン結合
　　１　イオン結合とイオン結晶
　　２　イオン結合からなる物質

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

○

○
定期考査

○

【知識・技能】
粒子の熱運動と粒子間にはたらく力との関係
を理解し，物質の状態変化について粒子の運
動をもとに考えることができる。
【思考・判断・表現】
物質の物理的，化学的性質を調べることによ
り，物質が数種類に分類できることを実験的･
論理的に考え，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
物質の構造や性質に関する事象に関心をも
ち，意欲的に物質を探究しようとする。

○ 3

7

配当
時数

１
学
期

序章　物質と化学
身のまわりの物質に着目し，我々の
生活が物質に支えられていることを
理解する。
物質について調べることにより，さ
まざまな物質も特徴によって分類す
ることができることを理解する。
中学で行った物質に関する実験を振
り返り，これから学ぶ化学が物質に
関する学問であることを理解する。

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

【知識・技能】
　物質の性質に注目し，それぞれの物質を性
質ごとに分類することができる。
【思考・判断・表現】
実験を通して，身近な物質の物理的性質や化
学的性質を調べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常生活や社会を支える物質やその利用に関
心をもち，物質の取り扱い方や人間生活にお
ける役割を探究しようとする。

○ ○ ○ 3

１章　物質の構成
　１節　物質の探究
　　１　物質の分類と性質
　　２　物質と元素
　　３　物質の三態と熱運動

混合物と純物質の違いを理解し，自
然界の物質の多くが混合物であるこ
とを理解する。また，混合物から目
的の物質に分離するには，物質の性
質に合わせた方法があることを知
る｡
元素の意味を知り，純物質のなりた
ちを理解する｡
粒子の熱運動と温度及び物質の三態
変化との関係について理解する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

【知識・技能】
イオン結合がイオン間の静電気的な引力によ
る結合であることを理解している。
【思考・判断・表現】
水溶液中や溶融した状態のイオンの挙動をイ
メージし，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
イオン結合でできた物質の性質について探究
しようとする。

○ ○

理科 化学基礎

（A,C,D組：中込） （B,G,H組：松田） （E,F組：開發） （　組：　　　　）

理科 化学基礎 2

　２節　物質の構成粒子
　　１　原子の構造
　　２　イオンの生成
　　３　元素の周期表

原子の構造および陽子，中性子，電
子の性質を理解する。
同位体の定義とその性質を理解す
る｡
陽イオン，陰イオンの生成のしくみ
を理解する。
元素の周期律および原子の電子配置
と周期表の族や周期との関係につい
て理解する。

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

【知識・技能】
物質が原子から成り立っていることを理解す
る。また，原子構造の簡単なモデルを描く技
能を習得し，的確に表現する。
　
【思考・判断・表現】
イオンの生成を電子配置と関連づけて考える
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
元素の性質に興味をもち，元素の性質が周期
的に変わることを探究しようとする。また，
元素の性質が電子配置と関係しており，現在
の周期表がつくられていることを理解するこ
とができる。

○ ○ ○ 4

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，現象などに関する技能を身に付けるようにする。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に
探究しようとする態度が養われている。自然の
原理・法則や科学技術と私たちの生活とのかか
わりについて社会が発展するための基盤となる
化学に対する興味・関心を高めている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学に関する事物・現象について，基本的な概
念や原理･法則を理解し，知識を身につけてい
る。観察，実験を行い，基本操作を習得すると
ともに，それらの過程や結果を的確に記録，整
理し，化学に関する事物・現象を科学的に探究
する技能を身につけている。

自然界や産業界にある事物・現象の中に問題を
見出し，化学的に探究する過程を通して，事象
を科学的・論理的に考察し，導き出した考えを
的確に表現することができる。

実教出版　化学基礎704

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○

　２節　共有結合と分子間力
　　１　共有結合と分子
　　２　分子間力と分子結晶
　　３　共有結合からなる物質

分子中の原子の結合および分子の構
造を表す方法を理解する｡

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

【知識・技能】
共有結合を電子配置と関連づけて理解するこ
とができる。また，配位結合について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
電気陰性度を理解し，分子の形と合わせて極
性について考えることができる。実験6「分子
の極性と溶解」を行い極性についての理解を

○ ○ ○ 6



1

　３節　酸化還元反応
　　１　酸化と還元
　　２　酸化剤と還元剤
　　３　金属の酸化還元
　　４　酸化還元反応の応用

酸素，水素，電子の授受に基づく定
義を理解する。とくに，酸化還元反

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

【知識・技能】
酸化・還元の定義を理解し，酸化と還元が同
時に起こることを理解している。また，酸化
数の定義を理解し，これらの定義を適用でき
る反応を見出すことができる。
【思考・判断・表現】
酸化剤・還元剤について理解し，酸化反応・
還元反応で起こるイオン反応式を書くことが

２
学
期

３章　物質の変化
　１節　物質量と化学反応式
　　１　原子量と分子量・式量
　　２　物質量
　　３　溶液の濃度
　　４　化学反応式

非常に小さな質量の原子や分子の質

量は，12Ｃを基準にした相対質量で
表されることを知る｡また，原子量
は，同位体の各原子の相対質量の平
均値であることを理解する｡
原子量や分子量などに単位グラムを
つけた質量中には，同数の原子や分
子などが含まれることを理解させ，

その具体的な数値が6.0×1023個
で，この粒子の集団を1molというこ
とを知る｡
溶液の濃さを表す方法を学習し，質
量パーセント濃度，モル濃度の計算
を習得する。
簡単な化学反応式とイオン反応式が
書けるようになる。
化学反応式の係数比は，物質量比
(気体の場合には，さらに体積比)を
表していることを理解し，化学反応
式によって，反応物・生成物の質
量・体積が求められることを理解す
る。

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

【知識・技能】
化学式が使用できるとともに，原子量･分子
量･式量･物質量の知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
基本的な化学式，化学反応式を書く技能を習
得し，的確に表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
いろいろな物質の化学変化に注目し，化学変
化の量的関係を物質量と関連づけて考察しよ
うとするとともに，意欲的にそれらを探究し
ようとする。

○ ○

定期考査
○ ○

11

　２節　酸と塩基
　　１　酸と塩基
　　２　酸と塩基の分類
　　３　水素イオン濃度とpH
　　４　中和反応と塩

酸・塩基の定義を理解し，酸性・塩
基性についても理解する。また，酸
と塩基の価数と，酸と塩基の強弱と
は，直接関係しないことを理解す
る。
水素イオン濃度とpHとの関係を知
り，pHの値で，水溶液の酸性・塩基
性の程度がわかることを理解する。
酸と塩基が反応するとたがいの性質
を打ち消し，塩を生成することを理
解し，また，塩の分類と塩の水溶液
の液性を理解する。H＋とOH－とが
1：1で反応することを知り，また，
中和滴定の計算を理解する。

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

【知識・技能】
酸･塩基の定義を理解し，日常生活と関連つけ
て酸･塩基の反応を捉えることができる。
【思考・判断・表現】
酸･塩基の価数・強弱の関係を理解し，電離度
に関連付けて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
酸・塩基はどのような物質であるか探究する
とともに，酸性，塩基性の程度を表す方法を
探究しようとする。

○ ○ ○ 11

○

タブレットによる参考資料の配布 の極性と溶解」を行い極性についての理解を
深め，実験で得た知識を発表することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
分子からなる物質や，共通結合の結晶の性質
について探究しようとする。

○ ○ ○ 6

　３節　金属結合
　　１　金属結合と金属結晶
　　２　金属

　４節　化学結合と物質
　　１　結晶の分類
　　２　化学結合と身のまわりの物
質

金属元素の結合と性質を理解する｡
また，種々の金属について理解す
る。

それぞれの化学結合によってできた
結晶について，その性質や構成粒子
などを比較し，理解する。
それぞれの化学結合でできた代表的
な物質について理解する。

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

【知識・技能】
金属結合が自由電子の介在した結合であるこ
とを理解し，電気伝導性や展性，延性などの
金属の性質と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
身近な金属の色や性質，電気や熱の伝導度に
ついて観察したり，調べたりする技能を習得
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
どのように金属元素どうしが結びついている
のかについて探究しようとする。
金属に共通する性質について，探究しようと
する。

○ ○ ○ 4

定期考査
○ ○ 1

定期考査

○ ○ 1
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義を理解する。とくに，酸化還元反
応が電子の授受による反応であるこ
とを理解する。
酸化数の求め方，酸化数の変化と酸
化・還元の関係を理解する。また，
酸化剤・還元剤の定義を知り，両者
の反応が酸化還元反応であること理
解する。
金属の酸化されやすさの尺度である
イオン化傾向について学習し，個々
の金属のイオン化傾向と反応性の関
係を探る。
日常生活や社会との関わりの例とし
て，電池や金属の精錬を理解する。

タブレットによる参考資料の配布 還元反応で起こるイオン反応式を書くことが
できる。また，イオン反応式から反応全体の
化学反応式を導くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験13｢金属のイオン化傾向と金属樹｣を行
い，金属のイオン化傾向を系統的に整理し，
表現することができる。また，得られた知識
から，どのような反応が起こるかを推察する
ことができる。

〇 〇

合計

〇

2

定期考査
○ ○ 1

14

３
学
期

終章　科学技術と化学

化学基礎で学んだ事柄が，日常生活
や社会を支えている科学技術と結び
ついていることを理解する。

・指導事項
基本的な概念や原理･法則の解説、
問題演習、小テスト、課題提出
・教材
教科書、授業プリント、問題プリ
ント
・一人１台端末の活用　等
タブレットによる参考資料の配布

【知識・技能】
身のまわりの生活と化学基礎で学んできたこ
とを結び付け，化学が生活に役立っているこ
とを理解する。
【思考・判断・表現】
身のまわりの生活に生かされている科学技術
について，化学的に説明し，表現することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身のまわりの生活と化学基礎で学んできたこ
とを結び付け，化学が生活に役立っているこ
とを理解する。

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

運動における競争や協働の経験を通して，公正
に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果
たす，参画する，一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに，健康・
安全を確保して，生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の
楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め，運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに，それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに，自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

「ステップアップ高校スポーツ」（大修館書店）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

（A～H組：浅原、久保田、久保、山本、慶徳）

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に
付けるようにする。

単元：陸上競技
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを
味わい，技術の名称や行い方，体力
の高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，各種目特有の技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
の考えたことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとす
ること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすること
などや，健康・安全を確保するこ
と。

○ ○ ○ 12

単元：球技
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法などを理解する
とともに，作戦に応じた技能で仲間
と連携しゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようとす

○ 12

・指導事項
球技：バレーボール
・教材
試合シート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
球技には、集団対集団、個人対個人で攻防を
展開し、勝敗を競う楽しさや喜びを味わえる
特性があることについて、言ったり書き出し
ている。
【思考・判断・表現】
提示された動きのポイントやつまずきの事例
を参考に仲間の課題や出来栄えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技の学習に積極的に取り組もうとしてい
る。
マナーを守ったり相手の検討を認めたりし
て、フェアなプレイを守ろうとしている。

○ ○

・指導事項
リレー指導
脚力強化トレーニング
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などについて理解している。
短距離走・リレーでは、中間走へのつなぎを
滑らかにして速く走ることやバトンの受渡し
で次走者のスピードを十分高めることができ
る。
【思考・判断・表現】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の考えたことを他者に伝え
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大
切にしようとすること，自己の責任を果たそ
うとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保しようとしている。

配当
時数

単元：体づくり運動
【知識及び運動】
体を動かす楽しさや心地よさを味わ
い，運動を継続する意義，体の構
造，運動の原則などを理解するとと
もに，健康の保持増進や体力の向上
を目指し，目的に適した運動の計画
を立て取り組むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を
工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
体つくり運動に自主的に取り組むと
ともに，互いに助け合い教え合おう
とすること，一人一人の違いに応じ
た動きなどを大切にしようとするこ
と，話合いに貢献しようとすること
などや，健康・安全を確保するこ
と。

・指導事項
オリエンテーション
集団行動
ラジオ体操
基礎運動
体力テスト
・教材
新体力テスト実施要領
・一人１台端末の活用　等

【知識・運動】
体つくり運動では、自己のねらいに応じて、
効果的な成果を得るための適切な運動の行い
方があることについて、言ったり書き出した
りしている。
【思考・判断・表現】
生活様式や体力の程度を踏まえ、自己のねら
いに応じた運動の計画を立案している。
【主体的に学習に取り組む態度】
体つくり運動の学習に主体的に取り組もうと
している。
一人ひとりの違いに応じた動きなどを大切に
しようとしている。 ○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

１
学
期



フェアなプレイを大切にしようとす
ること，作戦などについての話合い
に貢献しようとすること，一人一人
の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い
教え合おうとすることなどや，健
康・安全を確保すること。

・指導事項
泳法指導
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などについて理解している。
複数の泳法で泳ぐこと、またはリレーをする
ことができる。
【思考・判断・表現】
泳法などの事故や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の仲間の考えたことを他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや，水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保したりしている。

○ ○ ○ 9

2
学
期

単元：水泳
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを
味わい，技術の名称や行い方，体力
の高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，効率的に泳ぐこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
の考えたことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルール
やマナーを大切にしようとするこ
と，自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとすることなど
や，水泳の事故防止に関する心得を
遵守するなど健康・安全を確保する
こと。

・指導事項
泳法指導
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などについて理解している。
複数の泳法で泳ぐこと、またはリレーをする
ことができる。
【思考・判断・表現】
泳法などの事故や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の仲間の考えたことを他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや，水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保したりしている。

○ ○

単元：水泳
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを
味わい，技術の名称や行い方，体力
の高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，効率的に泳ぐこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
の考えたことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルール
やマナーを大切にしようとするこ
と，自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとすることなど
や，水泳の事故防止に関する心得を
遵守するなど健康・安全を確保する
こと。

単元：球技
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法などを理解する
とともに，作戦に応じた技能で仲間
と連携しゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようとす
ること，作戦などについての話合い
に貢献しようとすること，一人一人
の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い
教え合おうとすることなどや，健
康・安全を確保すること。

・指導事項
球技：バドミントン
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
球技には、集団対集団、個人対個人で攻防を
展開し、勝敗を競う楽しさや喜びを味わえる
特性があることについて、言ったり書き出し
ている。
【思考・判断・表現】
提示された動きのポイントやつまずきの事例
を参考に仲間の課題や出来栄えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技の学習に積極的に取り組もうとしてい
る。
マナーを守ったり相手の検討を認めたりし
て、フェアなプレイを守ろうとしている。

○ ○ ○ 12

単元：ダンス
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり，みんなで自
由に踊ったりする楽しさや喜びを味
わい，ダンスの名称や用語，踊りの
特徴と表現の仕方，交流や発表の仕
方，運動観察の方法，体力の高め方
などを理解するとともに，イメージ
を深めた表現や踊りを通した交流や
発表をすること。
【思考力、判断力、表現力等】

・指導事項
現代的なリズムのダンス
創作ダンス
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
ダンスの名称や用語、踊りの特徴と表現の仕
方、交流や発表の仕方、運動観察の方法、体
力の高め方などについて理解している。
【思考・判断・表現】
表現などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己や仲間の考えたことを他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ダンスに自主的に取り組むとともに，互いに

○ 9



合計

105

単元：陸上競技
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを
味わい，技術の名称や行い方，体力
の高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，各種目特有の技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
の考えたことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとす
ること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすること
などや，健康・安全を確保するこ
と。

・指導事項
長距離走
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などについて理解している。
長距離走では、自己に適したペースを維持し
て走ることができる。
【思考・判断・表現】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の考えたことを他者に伝え
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大
切にしようとすること，自己の責任を果たそ
うとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保しようとしている。

○ ○ ○

３
学
期

単元：陸上競技
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを
味わい，技術の名称や行い方，体力
の高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，各種目特有の技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
の考えたことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとす
ること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすること
などや，健康・安全を確保するこ
と。

・指導事項
長距離走
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などについて理解している。
長距離走では、自己に適したペースを維持し
て走ることができる。
【思考・判断・表現】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の考えたことを他者に伝え
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大
切にしようとすること，自己の責任を果たそ
うとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保しようとしている。

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】
表現などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに自主的に取り組むととも
に，互いに助け合い教え合おうとす
ること，作品や発表などの話合いに
貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じた表現や役割を大切にし
ようとすることなどや，健康・安全
を確保すること。

ダンスに自主的に取り組むとともに，互いに
助け合い教え合おうとすること，作品や発表
などの話合いに貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じた表現や役割を大切にしよ
うとすることなどや，健康・安全を確保した
りしている。

○ ○ ○ 12

9

単元：球技
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法などを理解する
とともに，作戦に応じた技能で仲間
と連携しゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようとす
ること，作戦などについての話合い
に貢献しようとすること，一人一人
の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い
教え合おうとすることなどや，健
康・安全を確保すること。

・指導事項
バスケットボール
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
球技には、集団対集団、個人対個人で攻防を
展開し、勝敗を競う楽しさや喜びを味わえる
特性があることについて、言ったり書き出し
ている。
【思考・判断・表現】
提示された動きのポイントやつまずきの事例
を参考に仲間の課題や出来栄えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技の学習に積極的に取り組もうとしてい
る。
マナーを守ったり相手の検討を認めたりし
て、フェアなプレイを守ろうとしている。

○ ○ ○ 12

○ 9



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 12

（A組：久保 ）（B組：久保田）（C組：慶徳）（D組：慶徳）（E組：慶徳）（F組：久保田）（G組：久保田）（H組：久保）

定期考査
○

○

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに，技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。種の運動の特性に応
じた技能等及び社会生活における健康・安全に
ついて理解するとともに，技能を身に付けるよ
うにする。

単元：安全な社会生活
【知識及び技能】
個人及び社会生活において、様々な
事故や災害が発生している。安全な
社会を形成するには、事故等の防止

・指導事項
安全な社会づくり、応急手当
・教材
　教科書「現代高等保健体育」
　パワーポイントの活用

２
学
期

単元：現代社会の健康
【知識及び技能】
我が国の疾病構造や社会の変化に対
応して，健康課題や健康の考え方が
変化するとともに，様々な健康への
対策，健康増進の在り方を理解でき
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報
から課題を発見し，疾病等のリスク
の軽減，生活の質の向上，健康を支
える環境づくりなどと，解決方法を
関連付けて考え，適切な方法を選択
し，それらを説明することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。種の運動の特性に応
じた技能等及び社会生活における健
康・安全について理解するととも
に，技能を身に付けるようにする。

・指導事項
現代の感染症とその予防、精神疾
患の予防と回復
・教材
　教科書「現代高等保健体育」
　パワーポイントの活用
・一人１台端末の活用　等

定期考査
1

1

【知識・技能】
個人生活や社会生活における心身の健康や安
全に関心をもち、自ら健康で安全な生活を実
践するため、意欲的に学習に取り組もうとす
る。

【知識・技能】
個人生活や社会生活における心身の健康や安
全に関心をもち、自ら健康で安全な生活を実
践するため、意欲的に学習に取り組もうとす
る。
【思考・判断・表現】
個人生活や社会生活における心身の健康や安
全に関する課題の解決を目指して、科学的に
思考し、総合的に捉えることに、適切な意志
決定を行い、選択すべき行動を適切に判断し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康・安全の意義を理解するとともに、現代
社会と健康について、課題の解決に役立つ基
礎的な事項を理解し、知識を身につけてい
る。

○ ○

配当
時数

１
学
期

単元：現代社会の健康
【知識及び技能】
我が国の疾病構造や社会の変化に対
応して，健康課題や健康の考え方が
変化するとともに，様々な健康への
対策，健康増進の在り方を理解でき
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報
から課題を発見し，疾病等のリスク
の軽減，生活の質の向上，健康を支
える環境づくりなどと，解決方法を
関連付けて考え，適切な方法を選択
し，それらを説明することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。種の運動の特性に応
じた技能等及び社会生活における健
康・安全について理解するととも
に，技能を身に付けるようにする。

・指導事項
健康の考え方、生活習慣病とその
予防と回復、喫煙・飲酒・薬物乱
用と健康
・教材
　教科書「現代高等保健体育」
　パワーポイントの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
個人生活や社会生活における心身の健康や安
全に関心をもち、自ら健康で安全な生活を実
践するため、意欲的に学習に取り組もうとす
る。
【思考・判断・表現】
個人生活や社会生活における心身の健康や安
全に関する課題の解決を目指して、科学的に
思考し、総合的に捉えることに、適切な意志
決定を行い、選択すべき行動を適切に判断し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康・安全の意義を理解するとともに、現代
社会と健康について、課題の解決に役立つ基
礎的な事項を理解し、知識を身につけてい
る。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

保健
保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に
付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育

『現代高等保健体育』（大修館書店）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】



○ 1

３
学
期

社会を形成するには、事故等の防止
に加え、発生に伴う傷害などを軽減
することが重要である。事故等の発
生には人的要因及び環境要因が関わ
ることを踏まえ，個人の取組に加え
て社会的な取組が求められることを
理解するとともに，危険の予測やそ
の回避の方法を考えることができる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会生活に関わる事象や情報
から課題を発見し，自他や社会の危
険の予測を基に，危険を回避した
り，傷害の悪化を防止したりする方
法を選択し，安全な社会の実現に向
けてそれらを説明することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。種の運動の特性に応
じた技能等及び社会生活における健
康・安全について理解するととも
に，技能を身に付けるようにする。

　パワーポイントの活用
・一人１台端末の活用　等

定期考査

合計

35

る。
【思考・判断・表現】
個人生活や社会生活における心身の健康や安
全に関する課題の解決を目指して、科学的に
思考し、総合的に捉えることに、適切な意志
決定を行い、選択すべき行動を適切に判断し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康・安全の意義を理解するとともに、現代
社会と健康について、課題の解決に役立つ基
礎的な事項を理解し、知識を身につけてい
る。

○ ○ ○ 8



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者： （　GH組：橋本　深雪）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

（CD組：橋本　深雪　　　　）（EF組：橋本　深雪　　　　）

芸術 音楽Ⅰ 2

4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自らの考えや感性を整理して分析するための知
識や、それを表現するために必要な技能を身に
付ける。

音楽の幅広い活動を通して、生活や社会の中の音や
音楽文化と幅広く関わり、思考力、判断力、専門的
な表現力を養う。

ON! １　　音楽之友社

〇 〇

芸術

芸術活動を通じて、論理的思考力、課題解決能力の育成、および、創造力・表現力（専門分野）の向上。

芸術活動を通じて、将来を設計する力、コミュニケーション能力の向上。

音楽Ⅰ

知

〇

１
学
期

１．音楽鑑賞、歌唱、器楽
【知識及び技能】
・音楽的な基礎知識の習得
・発声法、呼吸法
・音楽史、文化の理解
　
【思考力、判断力、表現力等】
・歌詞の意味を理解して表現豊かに
歌う
・ギターを用いて演奏表現する

【学びに向かう力、人間性等】
・グループ活動を通してコミュニ
ケーション能力および豊かな人間性
を養う。

・腹式呼吸の特徴をつかみ、歌う
ときの姿勢を身につける。
・歌唱に必要な発声を身につけ
る。
・曲の理解を深めると共に、音楽
の諸要素との関係に気をつけなが
ら歌う。
・譜読に必要な基本的音楽知識
（音符、休符、拍子）について学
ぶ。
・ギターの基礎（構え方、各部の
名称、弾き方）を学ぶ。
・音楽作品を鑑賞し、音楽の諸要
素を感じ取り自らの意見とその根
拠を分析し表現する。

〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

２．歌唱、器楽　実技発表
【知識及び技能】
・学習した内容を理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】
・実技発表において自らの表現がで
きる

【学びに向かう力、人間性等】

・曲の理解を深めると共に、音楽
の諸要素との関係に気をつけなが
ら歌う。
・ギターの基礎を理解し、自らの
表現で演奏する。

〇

２
学
期

３．音楽鑑賞、歌唱、器楽
【知識及び技能】
・音楽的な基礎知識の習得
・発声法、呼吸法
・音楽史、文化の理解
　
【思考力、判断力、表現力等】
・歌詞の意味を理解して表現豊かに
歌う
・ギターを用いて演奏表現する

【学びに向かう力、人間性等】
・グループ活動を通してコミュニ
ケーション能力および豊かな人間性
を養う。

・複数のパートに分かれて歌う。
（三部合唱）
・譜読ができる。（楽譜をみて演
奏できているか）
・自分の担当する内容を、よく練
習し、演奏出来ているか。
・合唱、アンサンブルの楽しさを
味わう。
・ギターでメロディー奏、コード
弾き語り、アンサンブルをする。

〇 〇 〇

〇〇 〇

４．歌唱、器楽　実技発表
【知識及び技能】
・学習した内容を理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】
・実技発表において自らの表現がで
きる

【学びに向かう力、人間性等】
・互いに認め合い鑑賞する

・曲の理解を深めると共に、音楽
の諸要素との関係に気をつけなが
ら歌う。
・ギターの基礎を理解し、自らの
表現で演奏する。
・グループメンバーで楽曲をアレ
ンジ（創作）し、オリジナルのア
ンサンブルを創作・演奏する。

５．音楽鑑賞、歌唱、器楽
【知識及び技能】
・音楽的な基礎知識の習得
・発声法、呼吸法
・音楽史、文化の理解
　
【思考力、判断力、表現力等】
・歌詞の意味を理解して表現豊かに

・グループによる演奏発表（呼吸
や姿勢を意識して表現している
か。）
・これまでの学習を通し学んだこ
とをいかして演奏しようとしてい
るか。
・グループ活動において、仲間と
協力して練習に取り組んでいる

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

【観点】
授業における態度、音や音楽に対する興味・
関心、音楽活動に対する意欲。（興味・関
心）

 
授業内で実施する歌唱試験による音楽表現技
能・能力の到達度や表現の工夫。（表現の技
術）

【評価】

授業態度

実技テスト

【評価】

実技テスト

【観点】
授業における態度、音や音楽に対する興味・
関心、音楽活動に対する意欲。（興味・関
心）
 
授業内で実施する歌唱・器楽の実技試験によ
る音楽表現技能・能力の到達度や表現の工
夫。（表現の技術）

【評価】
授業態度

筆記小テスト

実技テスト

【評価】
授業態度

筆記小テスト

実技テスト

【観点】
授業における態度、音や音楽に対する興味・
関心、音楽活動に対する意欲。（興味・関
心）
 
授業内で実施する歌唱試験による音楽表現技
能・能力の到達度や表現の工夫。（表現の技
術）

〇 〇 〇〇

芸術活動を通じて、専門分野の能力の向上、国際的に活躍することができる人材の育成。

【学びに向かう力、人間性等】

音楽の幅広い活動やグループ活動を通して、豊
かな人間性を持った人材の育成を目指し、コ
ミュニケーション能力を養う。

（AB組：橋本　深雪　　　）

音楽・美術・書道の芸術に関する専門教育を通して、我が国の芸術文化を支え、
国内外での芸術文化活動により社会貢献できる心豊かな人間の育成を図る。

音楽の幅広い活動を通して、生活や社会の中の音や音楽文化と幅広く関わる資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

20

4

○ ○ ○ 26

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇

態

配
当
時
数

思

○ ○ ○



合
計

70

6

３
学
期

・歌詞の意味を理解して表現豊かに
歌う
・ギターを用いて演奏表現する

【学びに向かう力、人間性等】
・グループ活動を通してコミュニ
ケーション能力および豊かな人間性
を養う。

協力して練習に取り組んでいる
か。
・サウンドスケープ、環境音楽に
ついて考える。
・「音楽」とは何か、考える。

〇 〇

６．歌唱、器楽　実技発表
【知識及び技能】
・学習した内容を理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】
・実技発表において自らの表現がで
きる

【学びに向かう力、人間性等】

・グループ活動において、仲間と
協力して練習に取り組んでいる
か。
・グループメンバーで楽曲をアレ
ンジ（創作）し、オリジナルのア
ンサンブルを創作・演奏する。

〇 〇 〇 〇 〇

○

〇

〇
術）

【評価】

授業態度
筆記小テスト
実技テスト／発表

【評価】

授業態度
筆記小テスト
実技テスト／発表

〇

10○ ○



年間授業計画

高等学校 令和７年度  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 年次

使用教科書： （日本文教出版　『高校生の美術1』 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映
思

○

【知識及び技能】鑑賞を通じて、視覚に関する錯
視効果、質感や空間など造形的な特徴などを基
に、全体のイメージや作風などで捉えることを理
解している。意図に応じて、モチーフと風景の関
係を考えながら、位置や角度などを創意工夫し、
主題を追求して創造的に表わせたか。
【思考・判断・表現】制作ノートを使用し、錯視
やイメージの重なりなどを基に、主題を生成し、
形体や色彩、配置、組み合わせなど、不思議な世
界をつくりだす表現の効果などについて考え、創
造的な表現の構想を練っている。不思議な世界の
表現の効果などを感じ取り、作者の心情や意図と
創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感
じ方を深められたか。
【主体的に学習に取り組む態度】提出課題におい
て、イメージの重なりなどを基に、不思議な世界
を表す表現の創造活動に、主体的に取り組もうと
している。造形的なよさや美しさを感じ取り、作
者の表したい錯視や不思議な世界の特徴や美しさ
などについて考え、見方や感じ方を深める鑑賞の
創造活動に、主体的に取り組めたか。

一
学
期

（２）『模写』
【知識及び技能に関する目標】作家の
描いた作品の鑑賞を通じて、形や色、
構図や表情などの感情に与える効果や
造形的な特徴を基に全体のイメージな
どを捉え、材料の特性を生かして創造
的に表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する
目標】自身の内にある本質などに向き
合い、見つめ直し、感じ取ったことや
考えたことなどを基に、構想を練った
り鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等に関する
目標】自己の内面を人物画に表す創造
活動に、主体的に取り組む。

【知識及び技能】作品の鑑賞を通じて、造形の特
徴などを基に作者の内面や作風様式などを捉える
ことを理解している。 意図に応じて鉛筆や絵の具
などの特性を生かし、表現方法を創意工夫し、主
題を追求して創造的に表わせたか。
【思考・判断・表現】鑑賞を通じて感じ取ったこ
とや想像したことなどから主題を生成し、表現形
式の特性を生かし、創造的な表現の構想を練って
いる。造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の
心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考
え、見方や感じ方を深められたか。
【主体的に学習に取り組む態度】提出課題におい
て、美術や美術文化と豊かに関わり、鑑賞の創造
活動に主体的に取り組めたか。

○

（１）『美術とはなにか』
【知識及び技能に関する目標】視覚に
関する錯覚の効果を理解し、不思議な
イメージを捉え、意図に応じて絵の具
などの特性を生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する
目標】錯視やイメージの重なりなどを
基に、形や色彩、描くものや配置など
の効果を考え、構想を練ったり鑑賞し
たりする。
【学びに向かう力、人間性等に関する
目標】不思議な世界を表す創造活動
に、主体的に取り組む。

（１） オリエンテーション『美術と
は何か』「描く手」エッシャーの作品
鑑賞を通じて、美術の創造活動の喜び
を味わい、表現や鑑賞の能力を身に付
ける取り組み方について学習する。
　
・教科書・制作ノート・筆記用具　リ
サーチ

・端末利用　美術史のリサーチ

○

（4）『名前のデザイン』
【知識及び技能に関する目標】形や
色、配置や構図の効果、造形的な特徴
などを基に、全体のイメージや作風、
様式などを捉え、意図に応じて絵の具
の特性などを生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する

（4）『名前のデザイン』レタリング
の目的を理解し、発想やアイデアを楽
しく人に伝えることを学習する。

・教科書・制作ノート・ワトソン紙・
アクリル絵の具・筆記用具

〇 ○

（３）『想定デッサンについて』
【知識及び技能に関する目標】
デッサンの基礎となる様々な筆触につ
いて学習し自分らしいタッチの実現を
図る。
【思考力、判断力、表現力等に関する
目標】
自分らしい筆触を生かし、さまざまな
発想で立体を構成しデッサンする。
【学びに向かう力、人間性等に関する
目標】
鑑賞から得たイメージや創造力を創意
工夫して制作できたか。また、見方や
感じ方を深める創造活動に取り組む。

（３）『想定デッサンについて』
デッサンの基礎について学び、立体構
成を行う。

・教科書・制作ノートデッサン紙・鉛
筆・色鉛筆など

・端末利用　立体デッサン作品のリ
サーチ

【知識及び技能】鑑賞を通じて、デッサンの可能
性を見出し、造形的な特徴などを基に創意工夫し
表現できたか。
【思考・判断・表現】制作ノートを使用し、自分
らしいデッサンを心がげ、自由な発想や構成をめ
ざせたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
提出課題において、美術や美術文化と豊かに関わ
り、配置や構図による表現と鑑賞の創造活動に主
体的に取り組めたか。

表現

○ 8

配
当
時
数

評価規準 態

○

【知識及び技能】鑑賞を通じて、身の回りのもの
を描く際の配置や構図、造形的な特徴などを基
に、全体のイメージや作風、様式などで捉えるこ
とを理解している。意図に応じて画面の比率、形
や色、配置や構図などの特性を生かし、表現方法
を創意工夫し、主題を追求して創造的に表わせた
か。

○ ○

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯
にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感
性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社
会を創造していく態度を養う。

○

芸術活動を通じて、専門分野の能力の向上、国際的に活躍することができる人材の育成。

芸術活動を通じて、将来を設計する力、コミュニケーション能力の向上。

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中
の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（２） 『模写』　鑑賞の能力を養
い、感性や想像力を働かせて、造形的
なよさや美しさ、作者の心情や意図と
創造的な表現の工夫への理解や見方を
深める。

・教科書・制作ノート・ケント紙・筆
記用具

・端末利用　美術史のリサーチ

○ ○ ○ 4

○ 10○○ 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【 知　識　及　び　技　能 】

鑑
賞

芸術活動を通じて、論理的思考力、課題解決能力の育成、および、創造力・表現力（専門分野）の向上。

知

教科

Ａ-H組：水田 泉

芸術
芸術に関する専門教育を通して、我が国の芸術文化を支え、国内外での芸術文化活動により
社会貢献できる心豊かな人間の育成を図る。

桜町（全日） 芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を
深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工
夫し，創造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，
美術の働きなどについて考え，主題を生成し創造
的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美
術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりす
ることができるようにする。



絵
・
彫

デ 映
思

表現
配
当
時
数

評価規準 態単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
鑑
賞

知

〇 〇 ○ ○ ○ ○ 12

（6）　『プロダクトデザイン』 デザインの歴
史についてリサーチし、各自、自由なテー
マでマイバックを制作する。

・教科書・制作ノート・リサイクルバッグ・ア
クリル絵の具・筆記用具

・端末利用　デザインの歴史および種類に
ついてのリサーチ

二
学
期

【思考力、判断力、表現力等に関する
目標】身近なものの組み合わせから感
じ取ったり考えたりしたことを基に、
パースや視点の位置、並びや組み合わ
せを考え、構想を練ったり鑑賞したり
する。
【学びに向かう力、人間性等に関する
目標】制作者の視点に着目して、配置
や構図による表現の特性を生かして絵
画に表す創造活動に、主体的に取り組
む。

・端末利用　名前のデザインのリサー
チ

○ 12

○ 16

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】鑑賞を通じて、風景の中の空
間、形や色彩の効果、造形的な特徴などを基に、
遠近法を理解する。意図に応じて絵の具などの特
性を生かし、表現方法を工夫し、主題を追求して
創造的に表わせか。
【思考・判断・表現】制作ノートを使用し、風景
を観察し、五感で感じ取ったことなどから主題を
生成し、形や色、構図などの効果を考え、創造的
な表現の構想を練っている。 学校の風景を描く表
現の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心
情や意図と創造的な表現の工夫などについて考
え、風景画の見方や感じ方を深められたか。
【主体的に学習に取り組む態度】提出課題におい
て、美術や美術文化と豊かに関わり、学校の風景
描写による表現と鑑賞の創造活動に主体的に取り
組めたか。

○ ○○〇

○

（7）『学校の風景』
【知識及び技能に関する目標】風景の
中の空間を表す活動を通して、形や
色、構図などの感情に与える効果、造
形的な特徴などを基に全体のイメージ
などを捉え、遠近法を生かして創造的
に表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する
目標】身近な場所の風景などから感じ
取ったことや考えたことを基に、形や
色、構図などの効果を考え、構想を
練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等に関する
目標】風景から感じ取ったよさや美し
さなどを捉えて表す創造活動に、主体
的に取り組む。

（7）『学校の風景』　遠近法の歴史
について学習し、校内の風景を自由に
描く。視点の工夫や色彩の使い方など
工夫をこらし、自分らしい作品制作を
めざす。
 
・教科書・制作ノート・ケントボー
ド・アクリル絵の具・筆記用具

・端末利用　風景画と遠近法のリサー
チ

○ 

か。
【思考・判断・表現】制作ノートを使用し、身近
なものの特徴を観察し、感じ取ったことなどから
主題を生成し、レタリング表現の特性を生かし、
形や色、配置、構図などを考え、創造的な構想を
練っている。 名前のデザインの造形的なよさや美
しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表
現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深め
られたか。
【主体的に学習に取り組む態度】 提出課題におい
て、美術や美術文化と豊かに関わり、配置や構図
による表現と鑑賞の創造活動に主体的に取り組め
たか。（5）『ＰＲキャラクター立体制作 』

【知識及び技能に関する目標】キャラ
クターの形や色、性格を表すポーズや
持ち物などの効果、伝達したい情報や
イメージなどを捉え、材料や用具など
の特性を生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する
目標】伝えたい情報や使われる場面な
どを基に、キャラクターの形や色彩、
性格設定などによる伝達効果を考え、
構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等に関する
目標】伝えたい情報やイメージをキャ
ラクターとして豊かに表す創造活動
に、主体的に取り組む。

（5）『ＰＲキャラクター立体制作』
地域を活性化したり、企業の商品を宣
伝したり、イベントを盛り上げたり、
日本の広告デザインに用いられるキャ
ラクターについて深く理解し、オリジ
ナルのＰＲキャラクターを立体で制作
する。

・教科書・制作ノート・石粉粘土・ア
クリル絵の具・筆記用具

・端末利用　PRキャラクターデザイン
のリサーチ

○ ○ ○

【知識及び技能】鑑賞を通じて、形や色彩の性質
及びそれらが人の感情にもたらす効果や、キャラ
クターのポーズや持ち物など造形的な特徴を基
に、全体のイメージで捉えることを理解してい
る。意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作
の順序などを総合的に考えながら創造的に表して
いる。
【思考・判断・表現】 制作ノートを使用し、情報
を伝えるために、キャラクターの形や色彩、性格
を表すポーズや持ち物などが感情にもたらす効果
や伝達効果と美しさとの調和などを総合的に考
え、表現の構想を練っている。キャラクターの伝
達効果や洗練された美しさなどを感じ取り、作者
の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて
考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を
深められたか。
【主体的に学習に取り組む態度】 提出課題におい
て、主題を生み出し、キャラクターの伝達効果な
どを総合的に考え構想を練り、意図に応じて創造
的に工夫し見通しを持って表す表現の創造活動
に、主体的に取り組もうとしている。キャラク
ターの伝達効果や洗練された美しさなどを感じ取
り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて
考えるなどの見方や感じ方を深める鑑賞の創造活

○ ○

○

【知識及び技能】
鑑賞を通じて、形や色彩の性質及びそれらがもたらす
効果や、使う人、場面、目的や条件、機能、用途などと
造形的な特徴を基に、全体のイメージで捉えることを理
解している。
意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序な
どを総合的に考えながら創造的に表わせたか。
【思考・判断・表現】
制作ノートを使用し、使う人の心情や使用する場などで
求められる機能などのイメージから主題を生成し、形や
色彩など感情にもたらす効果や材料の性質や構造など
と美しさとの調和などを総合的に考え、表現の構想を
練っている。機能や用途、洗練された美しさなどを感じ
取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などに
ついて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を
深められたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
 提出課題において、主題を生み出し、材料の性質や構
造などを総合的に考え構想を練り、意図に応じて創造
的に工夫し見通しをもって表す表現の創造活動に、主
体的に取り組もうとしている。機能や用途、洗練された
美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫
などについて考えるなどの見方や感じ方を深める鑑賞

（6）『プロダクトデザイン』

【知識及び技能に関する目標】
使う人や場面、デザインの目的や条件、機
能や用途、美しさなどを考えて表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する目
標】
使う人の心情や使用する場などで求めら
れる機能と美しさとの調和、材料の性質や
構造などについて考える。
【学びに向かう力、人間性等に関する目
標】
目的や条件などを基にして、デザインの機
能や効果、美しさについての理解を深める
創造活動に、主体的に取り組む。

三
学
期



絵
・
彫

デ 映
思

表現
配
当
時
数

評価規準 態単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
鑑
賞

知

（8）『鑑賞会と作品返却』
【知識及び技能に関する目標】これま
でになかった視覚表現を生み出した、
制作者の創造性に着目し、作品の表現
の意図や工夫、全体のイメージや作
風、様式などを捉える。
【思考力、判断力、表現力等に関する
目標】
これまでになかった作品を生み出すと
いう場合に、よさや美しさがどのよう
に表れてくるのかを感じ取り、制作者
の意図や創造的な表現の工夫について
考える。
【学びに向かう力、人間性等に関する
目標】
制作者の創造性に着目して、表現の意
図や工夫を読み取り鑑賞する創造活動
に、主体的に取り組む。

（8）『鑑賞会と作品返却』 １年間の
授業の課題を振り返り、美術クラスご
とにTeamsを使用した作品集を作成
し、作品鑑賞全般への理解や見方、関
心を深める力を養う。

・教科書・制作ノート・筆記用具

・端末利用　鑑賞ノートを共有する

合
計

70

○ ○

【知識及び技能】鑑賞を通じて、これまでにな
かったメディア表現を生み出した制作者の創造性
に着目し、作品の表現の意図や工夫、全体のイ
メージや作風、様式などを捉えることを理解でき
たか。
【思考・判断・表現】制作ノートを使用し、これ
までになかった作品を生み出すという場合に、よ
さや美しさがどのように表れてくるのかを感じ取
り、制作者の心情や意図と創造的な表現の工夫に
ついて考え、見方や感じ方を深められたか。
【主体的に学習に取り組む態度】提出課題におい
て、美術や美術文化と豊かに関わる中で、創造性
を駆使して表現された作品の、鑑賞の創造活動に
主体的に取り組むことができたか。

○ ○ ○ 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A,B,C,D,E,F 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

芸術に関する教科の特質を理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に着けようとす
る。

書道Ⅰ芸術

〇 〇

漢字かな交じりの学習

２
学
期

作品展示 文化祭に向けた作品展示　クラス
メートまたは、グループで協力し
て作業を進めること。

漢字かな交じりの書で創作の基本
を学び、創作する。

〇

３
学
期

仮名の学習 日本の仮名の古典を学びながら、
変体仮名、連綿の構造などを知
る。日本の美の一つに挙げられる
仮名に親しむ。

○ ○

〇

〇

12

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

8〇

〇

互いの作品への鑑賞することは、展示をして
いく上で重要であることを理解し、協力して
作業を進めようとしている。

〇 〇 〇 10

孔子廟堂碑　筆法を知り、九成宮禮泉銘との
比較してそれぞれの特徴を理解している。

〇

〇

4

楷書の学習 九成宮禮泉銘　筆法を知る。実際
に書くことは勿論のこと、言葉に
して説明もできるようになってほ
しい。

〇

書の作品制作の導入

〇 〇 8

〇

漢字かな交じりの書で創作の基本を理解し、
創作している。

〇

変体仮名、連綿の構造などを理解し、日本の
伝統的な仮名への関心を深めている。

〇

8

合
計

70

〇

〇 〇

孔子廟堂碑　筆法を知る。九成宮
禮泉銘との比較してそれぞれの特
徴を理解していく。

〇 〇

九成宮禮泉銘と孔子廟堂碑との違いを意識し
て、臨書に臨んでいる。

〇 〇

孔子廟堂碑　筆法を知る。九成宮
禮泉銘との比較してそれぞれの特
徴を理解していく。

１
学
期

書道の基本 書道用具の正しい扱い方を学ぶ。
また、芸術としての書に触れる。
書の鑑賞の導入。

〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

〇

楷書の学習

林　徳子

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の基本的な技術を身に着けるとともに、表現
するうえで適切な技法を身に着けていく。

書の歴史的背景、書家の人物像にも思いを馳
せ、筆法の説明も自らの言葉でできるように、
臨書、鑑賞を重ねていく。

教育図書　書１

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

自主的に創意工夫を重ねていく学習態度を身に
着けていく。表現する技術と感性を自ら高めて
いくことで、生涯にわたって、書、芸術を愛好
する心情を育んでいきたい。

の目標：
美術・音楽・書道の芸術に関する専門教育を通して、我が国の芸術文化を支え、
国内外での芸術文化活動により社会貢献できる心豊かな人間の育成を図る。

書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、
書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を育成することを目指す。

8〇〇〇

蘭亭序の臨書を通して、行書について理解す
る。

〇 〇

蘭亭序を臨書して学び、行書につ
いて理解する。

配
当
時
数

評価規準 知

筆法を理解している。臨書するためにじっく
りとお手本に向き合おうとしている。

〇 6

姿勢執筆や、用具、用材について理解し、書
の学習方法を把握している。

○ ○ ○

6

行書の学習

行書の学習 行書の基本について学び、行書体
で書く。

○ ○ ○

行書の基本を理解し、行書体で書くことがで
きる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者： （A,B,E組：渡邊）（C組：森田）（D,F,G,H組：廣澤）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと
［発表］，書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を行い、知識及び技
能、思考力、判断力、表現力等を一体的に育成する。

【知識及び技能】
世界各地の特徴的なことわざについて、
理解して考えを深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
紹介したいことわざについて、意見を交
換してまとめ、発表することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
紹介したいことわざについて主体的に聞
き取ったり、読み取ったり、話して伝え
たり、発表して伝えようとしている。

【知識及び技能】
動物写真家である岩合光昭さんの生き方
や考え方について、理解して考えを深め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
図書室に飾る写真について、意見を交換
してまとめ、発表することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
図書室に飾る写真について、主体的に聞
き取って捉えようとし、インタビューを
主体的に読み取ったり、考えを話した
り、相手からの質問に答えようとした
り、情報や考えを発表して伝えようとし
ている。野生動物の保護について主体的
に書いて伝えようとしている。

【知識及び技能】
高校生が新しい宇宙食を開発した経緯に
ついて、理解して考えを深めることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
宇宙食として食べたいものについて、意
見を交換してまとめ、発表することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
宇宙食として食べたいものについて、主
体的に聞き取って捉えようとし、新聞記
事を主体的に読み取ったり、考えを話し
たり、相手からの質問に答えようとした
り、情報や考えを発表して伝えようとし
ている。食べてみたい新しい食べ物につ
いて主体的に書いて伝えようとしてい
る。

【知識及び技能】
『クマのプーさん』に込められたメッ
セージについて、理解して考えを深める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
紹介したい日本の物語について、意見を
交換してまとめ、発表することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
紹介したい日本の物語について、主体的
に聞き取って捉えようとし、プレゼン
テーションを主体的に読み取ったり、考
えを話したり、相手からの質問に答えよ
うとしたり、情報や考えを発表して伝え
ようとしている。物語のキャラクターの
好みについて主体的に書いて伝えようと
している。

配

当

時

数

○

〇 10

10

1

10

10

○

○

○

○

○ 〇

中学校におけるコミュニケーション能力の基礎を
養うための総合的な指導を踏まえ，積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を育成す
る。

〇

〇

〇

〇

〇

○〇

○

○ ○

○

態

○ ○

○ ○

○

〇

〇

1○

１

学

期

 単元 Lesson 1
【知識及び技能】
動詞の時制、SVO（O=that節）に関
する事項を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
[L] 紹介したいことわざについて、
聞き取って捉えている。
[R]  世界各地の特徴的なことわざ
について、レクチャーを読み取り、
概要や要点を把握している。
[Sや] 紹介したいことわざについ
て、相手からの質問に答えたりして
いる。
[S発] 紹介したいことわざについ
て、情報や考えを発表して伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
[L] 紹介したいことわざについて、
主体的に聞き取って捉えようとして
いる。
[R]  世界各地の特徴的なことわざ
について、レクチャーを主体的に読
み取り、概要や要点を把握しようと
している。
[Sや] 紹介したいことわざについ
て、主体的に考えを話して伝えた
り、相手からの質問に答えようとし
たりしている。
[S発] 紹介したいことわざについ
て、主体的に情報や考えを発表して

・指導事項
現在形・過去形/進行形/
SVO(O=that節) についての説明、
ことわざ、比較文化 / 講義・学
校生活について理解を深める。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表 ○ 〇 〇

・指導事項
現在完了形 / 現在完了進行形 /
過去完了形についての説明、芸
術、異文化 / 本、プレゼンテー
ション・学校生活について理解を
深める。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表

〇 ○ 〇

 単元 Lesson 3
【知識及び技能】
動名詞、to不定詞の用法に関する事
項を理解している。
相手の理解を確かめる表現の意味や
働きを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
[L] 宇宙食として食べたいものにつ
いて、聞き取って捉えている。
[R] 高校生による宇宙食開発の経緯
について、新聞記事を読み取り、概
要や要点を把握している。
[Sや] 宇宙食として食べたいものに
ついて、考えを話して伝えたり、相
手からの質問に答えたりしている。
[S発] 宇宙食として食べたいものに
ついて、情報や考えを発表して伝え
ている。
[W] 食べてみたい新しい食べ物につ
いて、理由や根拠とともに書いて伝
えている。
【学びに向かう力、人間性等】
[L] 宇宙食として食べたいものにつ
いて、主体的に聞き取って捉えよう
としている。
[R] 高校生による宇宙食開発の経緯
について、新聞記事を主体的に読み
取り、概要や要点を把握しようとし
ている。
[Sや] 宇宙食として食べたいものに
ついて、主体的に考えを話して伝え
たり、相手からの質問に答えようと
したりしている。
[S発] 宇宙食として食べたいものに
ついて、主体的に情報や考えを発表
して伝えようとしている。

・指導事項
動名詞 / to不定詞の名詞的用
法・副詞的用法 / to不定詞の形
容詞的用法についての説明、若
者、食文化 / 新聞記事・学校衣
生活について理解を深める。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表

定期考査

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

「MY WAY English Communication Ⅰ」

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解した
り，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いて
コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅠ

思

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語

評価規準

 単元 Lesson 2
【知識及び技能】
助動詞、受け身に関する事項を理解
している。
理由を述べる表現の意味や働きを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
[L] 図書室に飾る写真について、聞
き取って捉えている。
[R]  岩合光昭さんの生き方や考え
方について、インタビューを読み取
り、概要や要点を把握している。
[Sや]図書室に飾る写真について、
話して伝えたり、相手からの質問に
答えたりしている。
[S発]図書室に飾る写真について、
情報や考えを発表して伝えている。
[W] 野生動物の保護のためにできる
ことについて、簡潔に書いて伝えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
[L] 図書室に飾る写真について、主
体的に聞き取って捉えようとしてい
る。
[R]  岩合光昭さんの生き方や考え
方について、インタビューを主体的
に読み取り、概要や要点を把握しよ
うとしている。
[Sや] 図書室に飾る写真について、
主体的に考えを話して伝えたり、相
手からの質問に答えようとしたりし
ている。
[S発] 図書室に飾る写真について、
主体的に情報や考えを発表して伝え
ようとしている。
[W] 野生動物の保護のためにできる
ことについて、主体的に簡潔に書い
て伝えようとしている。

・指導事項
助動詞 / 受け身 /
助動詞のついた受け身についての
説明、自然、共生 /
インタビュー・学校生活
について理解を深める。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表

〇 ○ 〇

定期考査

 単元　Lesson 4
【知識及び技能】
現在完了形、現在完了進行形、過去
完了形に関する事項を理解してい
る。
　【思考力、判断力、表現力等】
[L]紹介したい日本の物語につい
て、聞き取って捉えている。
[R] 『クマのプーさん』に込められ
たメッセージについて、プレゼン
テーションを読み取り、概要や要点
を把握している。
[Sや] 紹介したい日本の物語につい
て、考えを話して伝えたり、相手か
らの質問に答えたりしている。
[S発]紹介したい日本の物語につい
て、情報や考えを発表して伝えてい
る。
[W] 物語のキャラクターの好みにつ
いて、理由や根拠とともに書いて伝
えている。
【学びに向かう力、人間性等】
[L]紹介したい日本の物語につい
て、主体的に聞き取って捉えようと
している。
[R]  『クマのプーさん』に込めら
れたメッセージについて、プレゼン
テーションを主体的に読み取り、概
要や要点を把握しようとしている。
[Sや] 紹介したい日本の物語につい
て、主体的に考えを話して伝えた
り、相手からの質問に答えようとし
たりしている。
[S発] 紹介したい日本の物語につい
て、主体的に情報や考えを発表して
伝えようとしている。
[W] 物語のキャラクターの好みにつ
いて、理由や根拠とともに主体的に



○ ○ 1

２

学

期

10

定期考査

〇 〇

【知識及び技能】
吉藤健太朗さんが開発した分身ロボット
について、理解して考えを深めることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
望ましい未来の技術や製品について、主
体的に聞き取って捉えようとし、科学雑
誌の記事を主体的に読み取ったり、考え
を話したり、相手からの質問に答えよう
としたり、情報や考えを発表して伝えよ
うとしている。望ましいロボットのあり
方について主体的に書いて伝えようとし
ている。

○ ○ ○

〇 〇

〇

〇

〇

○ ○ ○

○

○

○ ○

【知識及び技能】
消滅の危機にある世界の言語について、
理解して考えを深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
英語以外に学びたい言語について、意見
を交換してまとめ、発表することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学びたい言語について、主体的に聞き
取って捉えようとし、インタビューを主
体的に読み取ったり、考えを話したり、
相手からの質問に答えようとしたり、情
報や考えを発表して伝えようとしてい
る。自分が使う絵文字について主体的に
書いて伝えようとしている。

【知識及び技能】
車いすユーザーである三代達也さんの世
界旅行の経験について、理解して考えを
深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
海外からの旅行者に勧める日本の都市に
ついて、意見を交換してまとめ、発表す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
勧めたい日本の都市について、主体的に
聞き取って捉えようとし、ブログを主体
的に読み取ったり、考えを話したり、相
手からの質問に答えようとしたり、情報
や考えを発表して伝えようとしている。
日本語が不自由な人に対しての効果的な
ことば遣いについて主体的に書いて伝え
ようとしている。

【知識及び技能】
難民の子どもたちのサッカーチームがで
きた経緯について、理解して考えを深め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分ができるボランティア活動につい
て、意見を交換してまとめ、発表するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ボランティア活動について、主体的に聞
き取って捉えようとし、レポートを主体
的に読み取ったり、考えを話したり、相
手からの質問に答えようとしたり、情報
や考えを発表して伝えようとしている。
オリンピックのあるべき姿について主体
的に書いて伝えようとしている。

10

10○ ○

○ ○ 1

10

○

〇 〇

 単元　Lesson 5
【知識及び技能】
関係代名詞、It is ... to不定詞に
関する事項を理解している。
主張する表現の意味や働きを理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
[L] 学びたい言語について、聞き
取って捉えている。
[R]  消滅の危機にある世界の言語
について、インタビューを読み取
り、概要や要点を把握している。
[Sや] 学びたい言語について、考え
を話して伝えたり、相手からの質問
に答えたりしている。
[S発] 学びたい言語について、情報
や考えを発表して伝えている。
[W] 自分が使う絵文字について、説
明とともに書いて伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
[L] 学びたい言語について、主体的
に聞き取って捉えようとしている。
[R]  消滅の危機にある世界の言語
について、インタビューを主体的に
読み取り、概要や要点を把握しよう
としている。
[Sや] 学びたい言語について、主体
的に考えを話して伝えたり、相手か
らの質問に答えようとしたりしてい
る。
[S発] 学びたい言語について、主体
的に情報や考えを発表して伝えよう
としている。
[W] 自分が使う絵文字について、説
明とともに主体的に書いて伝えよう
としている。

・指導事項
関係代名詞(主格) /関係代名詞
(目的格) / 関係代名詞what /
It is ... to不定詞についての説
明、ことば、比較文化 /インタ
ビュー・学校生活について理解を
深める。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表

〇 ○

定期考査

 単元　Lesson 7
【知識及び技能】
関係副詞、比較級・最上級に関する
事項を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
[L] ボランティア活動について、聞
き取って捉えている。
[R]  難民の子どもたちのサッカー
チームができた経緯について、レ
ポートを読み取り、概要や要点を把
握している。
[Sや] ボランティア活動について、
考えを話して伝えたり、相手からの
質問に答えたりしている。
[S発] ボランティア活動について、
情報や考えを発表して伝えている。
[W] オリンピックのあるべき姿につ
いて、自分の考えを書いて伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
[L] ボランティア活動について、主
体的に聞き取って捉えようとしてい
る。
[R]  難民の子どもたちのサッカー
チームができた経緯について、レ
ポートを主体的に読み取り、概要や
要点を把握しようとしている。
[Sや] ボランティア活動について、
主体的に考えを話して伝えたり、相
手からの質問に答えようとしたりし
ている。
[S発] ボランティア活動ついて、主
体的に情報や考えを発表して伝えよ
うとしている。
[W] オリンピックのあるべき姿につ
いて、主体的に自分の考えを書いて
伝えようとしている。

・指導事項
関係副詞where / 関係副詞when /
関係副詞why / 比較級・最上級に
ついての説明、平和、共生、ス
ポーツ / レポート、新聞・地域
での活動について理解を深める。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表

〇 ○

 単元　Lesson 6
【知識及び技能】
現在分詞・過去分詞の形容詞的用
法、分詞構文、It is ... that ～
の表現に関する事項を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
[L] 勧めたい日本の都市について、
聞き取って捉えている。
[R]  三代達也さんの世界旅行の経
験について、ブログを読み取り、概
要や要点を把握している。
[Sや] 勧めたい日本の都市につい
て、考えを話して伝えたり、相手か
らの質問に答えたりしている。
[S発] 勧めたい日本の都市につい
て、情報や考えを発表して伝えてい
る。
[W] 日本語が不自由な人に対しての
効果的なことば遣いについて、理由
や根拠とともに書いて伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
[L] 勧めたい日本の都市について、
主体的に聞き取って捉えようとして
いる。
[R]  三代達也さんの世界旅行の経
験について、ブログを主体的に読み
取り、概要や要点を把握しようとし
ている。
[Sや] 勧めたい日本の都市につい
て、主体的に考えを話して伝えた
り、相手からの質問に答えようとし
たりしている。
[S発] 勧めたい日本の都市につい
て、主体的に情報や考えを発表して
伝えようとしている。
[W] 日本語が不自由な人に対しての
効果的なことば遣いについて、理由

・指導事項
現在分詞の形容詞的用法 / 過去
分詞の形容詞的用法 / 分詞構文
/It is ... thatについての説
明、異文化、生き方、共生 / ブ
ログ・旅行・地域での活動・電子
メールについて理解を深める。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表

〇 ○

 単元　Lesson 8
【知識及び技能】
条件を表すif、仮定法過去、I wish
～、as if ～に関する事項を理解し
ている。
ほめる表現の意味や働きを理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
[L] 望ましい未来の技術や製品につ
いて、聞き取って捉えている。
[R]  分身ロボットについて、科学
雑誌の記事を読み取り、概要や要点
を把握している。
[Sや] 望ましい未来の技術や製品に
ついて、考えを話して伝えたり、相
手からの質問に答えたりしている。
[S発] 望ましい未来の技術や製品に
ついて、情報や考えを発表して伝え
ている。
[W] 望ましいロボットのあり方につ
いて、自分の考えを書いて伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
[L]未来の技術や製品について、主
体的に聞き取って捉えようとしてい
る。
[R] 分身ロボットについて、科学雑
誌の記事を主体的に読み取り、概要
や要点を把握しようとしている。
[Sや] 未来の技術や製品について、
主体的に考えを話して伝えたり、相
手からの質問に答えようとしたりし
ている。
[S発] 未来の技術や製品について、
主体的に情報や考えを発表して伝え
ようとしている。
[W] 望ましいロボットのあり方につ
いて、主体的に自分の考えを書いて

・指導事項
条件を表すif節 / 仮定法過去 /
I wish ~ / as if ~についての説
明、科学、生き方、共生/ 科学雑
誌について理解を深める。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表

〇 〇

〇

〇
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10〇 〇

〇 ○ ○

【知識及び技能】
SDGsに関するさまざまな問題について、
理解して考えを深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
SDGsに関する問題について、グループで
調査してまとめ、発表することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
SDGsに関するさまざまな問題について、
主体的に聞き取って捉えようとし、プレ
ゼンテーションを主体的に読み取った
り、考えを話したり、相手からの質問に
答えようとしたり、情報や考えを発表し
て伝えようとしている。SDGsに関する問
題について主体的に書いて伝えようとし
ている。

○

○○ ○

【知識及び技能】
児童文学作家の角野栄子さんの作品と想
像力の関係について、理解して考えを深
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
一人で暮らすことと家族と暮らすことに
ついて、意見を交換してまとめ、発表す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
高校卒業後の暮らし方について、主体的
に聞き取って捉えようとし、講演の内容
を主体的に読み取ったり、考えを話した
り、相手からの質問に答えようとした
り、情報や考えを発表して伝えようとし
ている。物語によって心を動かされた経
験について主体的に書いて伝えようとし
ている。

〇 10

 単元　Lesson 10
【知識及び技能】
プレゼンテーションによく使われる
定型表現の意味や働きを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
[L] SDGsについての対話の概要や要
点、必要な情報を、聞き取って捉え
ている。
[R]  SDGsに関するさまざまな問題
について、プレゼンテーションを読
み取り、概要や要点を把握してい
る。
[Sや] SDGsについて、考えを話して
伝えたり、相手からの質問に答えた
りしている。
[S発] SDGsに関する問題について、
情報や考えを発表して伝えている。
[W] SDGsに関する問題について、発
表をするための原稿を書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
[L] SDGsについて、対話の概要や要
点、必要な情報を、主体的に聞き
取って捉えようとしている。
[R]  SDGsに関するさまざまな問題
について、プレゼンテーションを主
体的に読み取り、概要や要点を把握
しようとしている。
[Sや] SDGsについて、主体的に考え
を話して伝えたり、相手からの質問
に答えようとしたりしている。
[S発] SDGsに関する問題について、
主体的に情報や考えを発表して伝え
ようとしている。
[W] SDGsに関する問題について、発
表をするための原稿を主体的に書こ
うとしている。

・指導事項
地球環境 / プレゼンテーショ
ン・学校生活について理解を深め
る。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表

〇 ○ 〇

 単元　Lesson 9
【知識及び技能】
SVO1O2（O2＝how to ～）、SVO＋to
不定詞、SVOC（C=動詞の原形、現在
分詞）に関する事項を理解してい
る。
反対する表現の意味や働きを理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
[L] 高校卒業後の暮らし方につい
て、聞き取って捉えている。
[R] 角野栄子さんの作品と想像力の
関係について、講演の内容を読み取
り、概要や要点を把握している。
[Sや] 高校卒業後の暮らし方につい
て、考えを話して伝えたり、相手か
らの質問に答えたりしている。
[S発] 高校卒業後の暮らし方につい
て、情報や考えを発表して伝えてい
る。
[W] 物語によって心を動かされた経
験について、書いて伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
[L] 高校卒業後の暮らし方につい
て、主体的に聞き取って捉えようと
している。
[R] 角野栄子さんの作品と想像力の
関係について、講演の内容を主体的
に読み取り、概要や要点を把握しよ
うとしている。
[Sや] 高校卒業後の暮らし方につい
て、主体的に考えを話して伝えた
り、相手からの質問に答えようとし
たりしている。
[S発] 高校卒業後の暮らし方につい
て、主体的に情報や考えを発表して
伝えようとしている。
[W] 物語によって心を動かされた経
験について、主体的に書いて伝えよ
うとしている。

・指導事項
SVO1O2(O2=how to~) / SVO＋to不
定詞/ SVOC(C=動詞の原形) /
SVOC(C=現在分詞についての説
明、人物、生き方 / 講義・家庭
での生活について理解を深める。
・教材
「MY WAY English Communication
Ⅰ」
「MY WAY English Communication
WORKBOOK」
「Jet Reading Level 1」
「Pair and Share 1」
「Data Base 3000」
・一人１台端末の活用　等
課題提出、発表

〇 ○ 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者： （A,B組：常定・廣澤・森田） （C,D組：常定・廣澤・渡邊） （E,F組：常定・森田・渡邊） （G,H組：常定・森田・渡邊）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

【知識及び技能】
現在のことや過去のことを表す時制の意味や用
法，激励や励ます表現を理解している。過去の
週末にしたことについて，情報や考え，気持ち
などを理由とともに書く技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
過去の週末にしたことについて，クラスメート
に伝えるために，情報や考え，気持ちなどを整
理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメートに未来の予定や状況についての情
報を交換するために，夏休みの予定や今夜して
いることについて，情報や考え，気持ちなどを
理由や具体例とともに話して伝え合おうとして
いる。

【知識及び技能】
現在完了形や現在完了進行形の意味や用法を理
解している。行ったことのある場所について，
情報や考え，気持ちなどを理由とともに書く技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
行ったことのある場所についてクラスメートに
詳しく説明するために，情報や考えを整理し，
簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
行ったことのある場所についてクラスメートに
詳しく説明するために，情報や考えを整理し，
簡単な語句や文を用いて書いて伝えようとして
いる。

配

当

時

数

態

○ ○○ ○

○

外国語

5

5

1

5

6

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
様々な疑問文や命令文，感嘆文の意味や用法，
相手の発話に応答する表現を理解している。日
常生活や日課について，情報や考え気持ちなど
を理由や具体例とともに話して伝え合う技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
クラスメートに日々の習慣や出来事を説明する
ために，日常生活や日課について情報や考え，
気持ちなどを理由や具体例とともに話して伝え
合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメートに日々の習慣や出来事を説明する
ために，日常生活や日課について，情報や考
え，気持ちなどを理由や具体例とともに話して
伝え合おうとしている。

【知識及び技能】
文型と動詞の意味や用法，賛成・反対する表現
を理解している。
学校生活について，情報や考え，気持ちなどを
理由や具体例とともに話して伝え合う技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
クラスメートと情報を交換するために，自分の
学校生活について，情報や考え，気持ちなどを
理由や具体例とともに話して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメートと情報を交換するために，自分の
学校生活について，情報や考え，気持ちなどを
理由や具体例とともに話して伝え合おうとして
いる。

○ ○

○

Vision Quest English Logic and Expression I Standard 

外国語

論理・表現I

・指導事項
完了形：現在・過去・未来の完了形の概
念を理解し，それぞれの用法を区別す
る。また，共に使える語句を使って，適
切に文を作ったり，表現したりする。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ）

○ ○ ○

C 単元 Lesson 3
【知識及び技能】
週末にしたことや自分の予定，また過去に行っ
た旅の詳細などについて，使用する語句や文，
事前の準備をすれば，基本的な語句や文を用い
て，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意し
て文章を書くことができる。
　【思考力、判断力、表現力等】
自分の習慣や週末にしたこと，また夏休みの予
定など日常的な話題について, 使用する語句や
文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活
用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や
考え，気持ちなどを話して伝え合うことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
過去に行った旅行について，使用する語句や
文，事前の準備において，情報や考え，気持ち
などを基に，基本的な語句や文を用い，論理性
に注意して話して伝えることができる。

・指導事項
時制：基本時制の構造と概念を理解し，
伝えたいことを適切な時制を用いて伝え
る。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ） ○

習得した発信能力を活かし、積極的に論理的に
伝えようとする態度を育成する。

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
助動詞（能力・許可・推量・義務・禁止など）
の意味や用法を理解している。自分の家のルー
ルについて，情報や考え，気持ちなどを理由と
ともに書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
滞在予定の留学生に自分の家のルールを詳しく
説明するために，情報や考えを整理し，簡単な
語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】 ○ ○ ○ 8

E 単元 Lesson 5
【知識及び技能】【思考力、判断力、表
現力等】
自分の家のルール，小学生の頃よくして
いたこと，また将来の夢とその実現のた
めにすべきことについて，情報や考え，
気持ちなどを基に，使用する語句や文，
事前の準備をすれば，基本的な語句や文
を用いて，情報や考え，気持ちなどを論
理性に注意して文章を書くことができ

・指導事項
助動詞：様々な助動詞の意味と用法を理
解し，適切に使い分けて表現する。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ）

○

定期考査

○

【 知　識　及　び　技　能 】

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

D 単元 Lesson 4
【知識及び技能】【思考力、判断力、表
現力等】
訪れたことのある場所や初めての経験な
ど，今までに自分が経験したことについ
て，使用する語句や文，事前の準備をす
れば，基本的な語句や文を用いて，情報
や考え，気持ちなどを論理性に注意して
文章を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
英語学習の期間や海外の渡航経験，高校
卒業までに達成していることなどについ
て, 使用する語句や文，対話の展開など
において，多くの支援を活用すれば，基
本的な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを話して伝え合うことができ
る。

領域

１

学

期

A 単元 Lesson 1
【知識及び技能】
学校生活について，使用する語句や文，
事前の準備をすれば，基本的な語句や文
を用いて，情報や考え，気持ちなどを論
理性に注意して文章を書くことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日常生活や部活動について, 使用する語
句や文，対話の展開などにおいて，多く
の支援を活用すれば，基本的な語句や文
を用いて，情報や考え，気持ちなどを話
して伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
部活動や目標について使用する語句や
文，事前の準備において情報や考え，気
持ちなどを基に，基本的な語句や文を用
い，論理性に注意して話して伝えようと
することができる。

・指導事項
文法 文の種類：様々な疑問文や命令
文，感嘆文を適切に作り，それに応答す
る。また，単文，重文，複文の構成を理
解し，まとまりのある文で表現する。
機能 応答する／理由を述べる：相手の
発話に適切な応答をする。また，多様な
表現を用い理由を述べる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ）

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

「話すこと（やり取り）」「話すこと（発
表）」「書くこと」を中心とした言語活動を通
して，コミュニケーションを図るために必要な

発信能力を育成する。

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張など
を論理の構成や展開を工夫して，詳しく話したり書
いたりして伝え合う。

外国語の学習を通じて,言語の働きや役割などを理解する。外国語の技能（話すこと、書くこと）について，実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付ける。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的な話題について，情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適切に伝え合ったりする。聞いたり読んだりしたことなどを活用して，自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現する。

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら，外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して，自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現しようとている。

思

○○

知

【学びに向かう力、人間性等】

B 単元　Lesson 2
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
学校生活や自分の部屋などの日常的な話
題について，使用する語句や文，事前の
準備をすれば，基本的な語句や文を用い
て，情報や考え，気持ちなどを論理性に
注意して文章を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
学校生活，家族やペットなどの日常的な
話題について, 使用する語句や文，対話
の展開などにおいて，多くの支援を活用
すれば，基本的な語句や文を用いて情報
や考え気持ちなどを話して伝え合おうと
することができる。

・指導事項
5つの文型や＜There +be動詞+主語＞の
構文を用いて文を組み立てることができ
る。
注意すべき自動詞と他動詞を使い分けて
書くことができる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ）

○ ○ ○

外国語 論理・表現I 2

論理・表現I



5○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
動名詞の意味や用法を理解している。得意なス
ポーツや活動について，情報や考え，気持ちな
どを書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
得意なスポーツや活動についてクラスメートに
伝えるために，情報や考え，気持ちを整理し，
簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
学校生活についてパートナーと話すために，ク
ラスの生徒が自由時間にする好きなことや不満
に思っていることなどについて，情報や考え，
気持ちなどを理由や詳細とともに話して伝え合
おうとしている。

○ ○ ○

○ ○ 1

○

○

○

○

5

○ ○ 1

8

○ ○

○ ○ ○ ○
クラスリーダーに必要な資質や自分ができるこ
とを説明するために，自分や相手の義務や能力
について，情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細とともに話して伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 8

○

○

【知識及び技能】
不定詞（名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用
法）の意味や用法を理解している。将来の夢に
ついて，情報や考え，気持ちなどを理由ととも
に書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
クラスメートに将来の夢について詳しく説明す
るために，情報や考え，気持ちを整理し，簡単
な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
パートナーと高校生がすべき大切なことについ
て議論するために，何をすべきかについて，情
報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合おうとしている。

【知識及び技能】
基本的な受動態や様々な受動態の意味や用法を
理解している。お薦めの小説について，情報や
考え，気持ちなどを理由とともに書く技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
お薦めの小説についてクラスメートに紹介する
ために，情報や考えを整理し，簡単な語句や文
を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
パートナーに身の回りで起こる事柄を詳しく説
明するために，コンビニで売られているものや
外国人に道を尋ねられた経験などについて，情
報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合おうとしている。

○ ○

３

学

期

G 単元 Lesson 7
【知識及び技能】【思考力、判断力、表
現力等】
受け取った贈り物について，使用する語
句や文，事前の準備をすれば，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気持ち
などを論理性に注意してお礼状を書くこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
高校生がすべき大切なこと，自分の目標
のためにしていることなどの話題につい
て, 使用する語句や文，対話の展開など
において，多くの支援を活用すれば，基
本的な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを話して伝え合うことができ
る。

・指導事項
不定詞：様々な不定詞の用法を学び，詳
細な情報を伝える。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ）

○ ○ ○

F 単元 Lesson 6
【知識及び技能】【思考力、判断力、表
現力等】
お薦めの小説，最近驚いたこと，最近の
買い物などの日常的な話題について，使
用する語句や文，事前の準備をすれば，
基本的な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理性に注意して文章
を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りや最近起こったことなどの日常
的な話題について, 使用する語句や文，
対話の展開などにおいて，多くの支援を
活用すれば，基本的な語句や文を用い
て，情報や考え，気持ちなどを話して伝
え合うことができる。

・指導事項
受動態：受動態を用いた様々な文の構造
や意味を理解し，必要に応じて使い分
け，適切に伝える。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ） ○ ○ ○

２

学

期

る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分や相手の義務や能力，友だちへの助
言や自分の意思について, 使用する語句
や文，対話の展開などにおいて，多くの
支援を活用すれば，基本的な語句や文を
用いて，情報や考え，気持ちなどを話し
て伝え合うことができる。

○

定期考査

H 単元 Lesson 8
【知識及び技能】
得意なスポーツや活動，楽しみにしていること
について，使用する語句や文，事前の準備をす
れば，基本的な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書く
ことができる。
　【思考力、判断力、表現力等】
学校生活や気晴らしなどの日常的な話題につい
て, 使用する語句や文，対話の展開などにおい
て，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や
文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して
伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツをする利点について，使用する語句や
文，事前の準備において，情報や考え，気持ち
などを基に，基本的な語句や文を用い，論理性

・指導事項
動名詞：動名詞の様々な用法を学び，動
名詞句を用いた多様な文で伝える。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ）

定期考査



○ 1

合
計

70

定期考査
○

○ ○ 5

L 単元 Lesson 12
【知識及び技能】
仮定した状況，願い事について，使用す
る語句や文，事前の準備をすれば，基本
的な語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理性に注意して文章を書く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
仮定した状況，願望や後悔について, 使
用する語句や文，対話の展開などにおい
て，多くの支援を活用すれば，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気持ち
などを話して伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の社会問題について，使用する語句
や文，事前の準備において，情報や考
え，気持ちなどを基に，基本的な語句や
文を用い，論理性に注意して話して伝え
ることができる。

・指導事項
仮定法：仮定法を用いて，事実と違うこ
とや実際には起こりえないことを述べ
る。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ） ○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
仮定法過去，仮定法過去完了，未来のことを表
す仮定法の意味や用法を理解している。タイム
マシンがあったらという仮定した状況につい
て，情報や考え，気持ちなどを書く技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
タイムマシンがあったらという仮定した状況に
ついて，過去と未来のどちらを旅行したいかを
詳細に伝えるために，情報や考え，気持ちを整
理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
仮定した状況について，パートナーに詳細に伝
えるために，情報や考え，気持ちなどを理由や
具体例とともに話して伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 5

K 単元 Lesson 11
【知識及び技能】【思考力、判断力、表
現力等】
本と映画の比較や最も幸せな時，気候変
動対策などについて，使用する語句や
文，事前の準備をすれば，基本的な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を論理性に注意して文章を書くことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
人や物事の比較などについて, 使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，多
くの支援を活用すれば，基本的な語句や
文を用いて，情報や考え，気持ちなどを
話して伝え合うことができる。

・指導事項
比較：比較に関する様々な用法と表現を
理解し，物事の状態を分かりやすく説明
する。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ） ○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
様々な比較表現の意味や用法を理解している。
本と映画の比較について，情報や考えなどを書
く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
本と映画のどちらが好きかについてクラスメー
トに伝えるために，比較した情報や考えを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
日常生活の様々な人や物事を比較するために，
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例ととも
に話して伝え合おうとしている。

○

○ ○ 8

定期考査

○ ○ 1

J 単元 Lesson 10
【知識及び技能】
家族や友だちの詳細や今必要としていることな
どについて，使用する語句や文，事前の準備を
すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
人物や場所の詳細やアイデアの提案などについ
て, 使用する語句や文，対話の展開などにおい
て，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や
文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して
伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の文化や遊び，人物について，使用する語
句や文，事前の準備において，情報や考え，気
持ちなどを基に，基本的な語句や文を用い，論
理性に注意して話して伝えることができる。

・指導事項
関係詞：関係詞を用いて複文を作り，語
句を限定したり補足説明を加えたりす
る。また，複合関係詞を用いて譲歩の意
味を表す。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ）

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
関係代名詞（主格，目的格，所有格，that）の
意味や用法を理解している。
家族や友だちの詳細について，情報や考えなど
を理由や具体例とともに書く技能を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
クラスメートに家族や友だちを紹介するため
に，人物の詳細について情報や考えを整理し，
簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
パートナーに自分が知っている人を紹介するた
めに，人物の詳細について情報や考え，気持ち
などを理由や詳細とともに話して伝え合おうと
している。

○

I 単元 Lesson 9
【知識及び技能】
家族や友達と一緒に撮った写真や日本人の一般
的な特徴などについて，使用する語句や文，事
前の準備をすれば，基本的な語句や文を用い
て，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意し
て文章を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
日常生活で経験した場面，過去を振り返った
り，思い返したりしたことについて, 使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支
援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，
情報や考え，気持ちなどを話して伝え合うこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の性格について，使用する語句や文，事前
の準備において，情報や考え，気持ちなどを基
に，基本的な語句や文を用い，論理性に注意し
て話して伝えることができる。

・指導事項
分詞：名詞を修飾する分詞の用法や補語
になる用法，また分詞構文や付帯状況を
表す分詞を用いて表現する。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サー
ビス（スマコレ） ○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
分詞（名詞を修飾する分詞・V(+O)+現在分詞/過
去分詞）の意味や用法を理解している。家族や
友達と一緒に撮った写真について，情報や考
え，気持ちなどを書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
家族や友達と一緒に撮った写真について，クラ
スメートに詳しく説明するために，情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて
書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
日常生活で起こったり，経験した場面につい
て，パートナーに詳しく説明するために，情報
や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 5

などを基に，基本的な語句や文を用い，論理性
に注意して話して伝えることができる。



高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 　情報  科目　　　情報Ⅰ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

・指導事項
知的財産、著作物、個人情報、プライ
バシーの解説，授業ノートの完成指
導，キーボード入力の練習
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
知的財産の概念について説明できる。
知的財産権や著作権についての法律をあげるこ
とができる。
ルールに則った通信文が作成できる。
【思考・判断・表現】
知的財産権が産業や文化の発展に与えている影
響について説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
追加課題に取り組んでいる。

○ ○

定期考査

・指導事項
情報社会の解説，授業ノートの完成指
導，キーボード入力の方法
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

5

単元　「情報モラルと個人への影響」
【知識及び技能】
ソーシャルメディア利用時のモラルと
その影響について理解できる。
長文が支障なく作成できる。
【思考力、判断力、表現力等】
SNSの活用など，不特定多数を対象と
したコミュニケーションの注意点及び
影響についてあげることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報化が個人に及ぼす影響について考
え，自らの情報活用について振り返
り，改善方法しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

単元　「情報社会」
【知識及び技能】
データ，情報，知識の意味と相互の関
係について理解することができる。
簡単なデータの入力ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報社会の現状と特性について理解で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報社会の課題について積極的に調べ
自らの情報活用について振り返り，改
善方法しようとしている。

○ ○ ○

【知識・技能】
情報社会とその特性について説明することがで
きる。適切な手段を選択しデータ入力ができ
る。
【思考・判断・表現】
情報社会での活用例を挙げることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
追加課題に取り組んでいる。

〇 〇

・指導事項
情報モラルの解説，授業ノートの完成
指導，キーボード入力の練習
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

〇

1

単元　「メディアとデザイン」
【知識及び技能】
メディアの機能やその分類について理
解することができる。
メディアの発達について理解すること
ができる。
様々のオブジェクトを取り入れた文章
や通信文が作成できる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報に応じて適切に表現メディアや情
報メディアを選択して表現することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションを図る活動を行
い，自己評価や相互評価に基づいてコ
ミュニケーションの技能を改善しよう
としている。

6

8

単元　「情報社会の法規と権利」
【知識及び技能】
知的財産、著作物について理解でき
る。
個人情報とプライバシーについて理解
できる。
通信文がルールに基づきて作成でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
知的財産、著作権を保護する意味合い
を説明できる。
個人情報を保護する意義について説明
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
個人情報の流出を防ぎ，適切に管理し
ようとしている。

○

・指導事項
メディアとデザインの解説，授業ノー
トの完成指導
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
メディアの機能について説明することができ
る。さまざまなメディアを分類することができ
る。　　メディアの発達について説明すること
ができる。他のメディアを適切に使用した文書
が作成できる。
【思考・判断・表現】
情報の信憑性や信頼性について吟味し，情報の
真意を読み解くことができる
【主体的に学習に取り組む態度】
追加課題に取り組んでいる。

○ ○ ○

8

【知識・技能】
ソーシャルメディア利用時の情報モラルとその
影響について説明することができる。
適切な手段を選択し文書入力ができる。
【思考・判断・表現】
モラルとマナーについて説明でき，実例を挙げ
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
追加課題に取り組んでいる。

情報 情報Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための
知識について理解し，技能を身に付けているととも
に，情報化の進展する社会の特質及びそのような社会
と人間との関わりについて理解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の発
見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に
用いている。

「最新情報Ⅰ」　　実教出版

　情報の目標：

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する
力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

（ＡBCDEG組：鈴木　FH組:小出）

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに，情報社
会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発
見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用
し，自ら評価し改善しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

1実技試験

　情報Ⅰの目標：

1〇

・コンピュータ教室のルールを理解している。
・コンピュータを起動し，目的とするアプリ
ケーションを開くことができ，正しい手順で終
了することができる。

・ＣＡＬＬ教室の使い方を理解する。
・授業の進め方、評価方法を理解す
る。　　　　・コンピュータの起動や
終了の方法を理解する。

オリエンテーション



３
学
期

単元　「問題解決とその方法」
【知識及び技能】
問題解決の手順について理解する。
データ分析の手法について理解する。
プレゼンテーションソフトを利用した
資料が作成できる。
【思考力、判断力、表現力等】
モデル化する手順と方法を理解しでき
る，
【学びに向かう力、人間性等】
ブレーンストーミングやグループディ
スカッションなど，問題の発見・解決
のためのグループでの活動には積極的
に参画している。

・指導事項
問題解決とその手法の解説，授業ノー
トの完成指導
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
問題解決の手順について説明できる。
データ分析の手法について説明できる。
プレゼンテーションソフトを利用した資料が作
成でき、プレゼンテーションできる。
【思考・判断・表現】
モデル化の手順に従って、様々なモデルが作成
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
追加課題に取り組んでいる。

〇 〇

２
学
期

単元　「システムとデジタル化」
【知識及び技能】
コンピュータの構成と動作の仕組みに
ついて理解する。
ソフトウェアの種類とインタフェース
について理解する。
アナログとデジタルの違いについて理
解する。
表計算ソフトを利用した情報処理がで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
コンピュータの計算の仕組みについ
て，順序立てて理解することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的なコミュニケーションや問題解
決のために，主体的に情報を整理した
り，わかりやすく伝達したり，操作性
を高めたりする努力をしようとしてい
る。

・指導事項
システムとディジタル化の解説，授業
ノートの完成指導
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
コンピュータの構成や計算の仕組みについて説
明することができる。
ソフトウェアの種類とその働きを説明すること
ができる。
アナログとデジタルの概念とその違いを説明で
きる。
関数を使用した表が作成できる。
【思考・判断・表現】
コンピュータの計算の仕組みについて，順序立
てて説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
追加課題に取り組んでいる。

○ ○

実技試験

○ 12

定期考査 1

1

〇 7

単元「アルゴリズムとプログラミン
グ」
【知識及び技能】
アルゴリズムを用いてプログラムを表
現する方法を理解する。
プログラミング言語の種類とその特徴
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
関数を使用したプログラムを作成す
る。多くのデータから目的のデータを
探し出すプログラムを作成する。
【学びに向かう力、人間性等】
アルゴリズムやフローチャートなどの
表記に，興味や関心を示している。問
題解決のためのアルゴリズムを考える
学習に，主体的に取り組んでいる。

○ 12

・指導事項
アルゴリズムとプログラミングの解
説，授業ノートの完成指導
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
アルゴリズムを用いてプログラムを表現する方
法が説明できる。
プログラミング言語の種類とその特徴について
説明できる。
【思考・判断・表現】
表計算ソフト上でＶＢＡを使用してプログラム
が作成できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
追加課題に取り組んでいる。

〇 〇 〇

6

合計

70

実技試験

1

○ ○

単元「ネットワークとセキュリティ」
【知識及び技能】
情報通信ネットワークの構成について
理解する。
情報セキュリティを確保する方法と技
術について理解する。
表計算ソフトを利用した情報処理がで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に沿って，LANを構成する情報機
器の接続を適切に選択することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
実際に利用しているネットワークの構
成について自ら調べ，問題を指摘して
ネットワークの改善につなげようとし
ている。

・指導事項
ネットワークとセキュリティの解説，
授業ノートの完成指導
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
通信方式の種類やその違いについて説明するこ
とができる。
情報セキュリティの基本的な考え方について説
明することができる。
問題解決の手段として表が作成でき、適切なグ
ラフが作成できる。
【思考・判断・表現】
目的に沿って，LANを構成する情報機器の接続
を適切に考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
追加課題に取り組んでいる。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（A組：岩瀬）（B：小黒）（C：松田）（D：廣澤）（E：三好）（F：久保田）（G：郷家）（H：久保）

人間と社会 人間と社会
人間と社会 人間と社会 1

人間と社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「人間と社会」の教科書における、「人間関係
を築く」「学ぶことの意義」「支え合う社会」
「地域社会を築く」「文化の多様性」「グロー
バル化が進展する社会に生きる」というテーマ
に関連する知識を養う。

探究活動については、学校で設定したいくつか
の分野の中から自らが探究したい分野を選択
し、その分野における課題を設定し、調べ、探
究する。

キャリア教育の分野では、自ら設定したキャリ
アデザインに基づいて、進路目標に関する知識
や情報を収集し、上級学校訪問行い、進路実現
に向けた取り組みを促す。

人間と社会）

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】主体的に選択し、行動するための、基本的な知識を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】よりよい生き方を主体的に選択し行動する力や自らの価値観を高める姿勢を育成する。

【学びに向かう力、人間性等】社会に潜在する課題を見いだす力を育む。

態
配当
時数

１
学
期

 単元
・人間関係を築く

【知識及び技能】
基本的な知識を身に付ける。

【演習】遠足調べ学習
・行動計画作成
【演習】
・ICT関連ガイダンス

【知識及び技能】
　ワークシートの取り組み状況

○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査

 単元
・選択し行動する
・キャリア教育

【知識及び技能】
基本的な知識を身に付ける。

【探究】
・自分の長所（強み）を発見

【知識及び技能】
　ワークシートの取り組み状況

定期考査

○

 単元
・学ぶことの意義
【思考力、判断力、表現力等】
考察し、自分の考えを発表する。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と協力し合って課題に取り組
む。

【探究】
・職業理解と職業調べ

【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決状況
【学びに向かう力、人間性等】
　発表や活動への取り組み状況

○ ○

 単元
・支え合う社会
・働くことの意義
【思考力、判断力、表現力等】
　考察し、自分の考えを発表す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と協力し合って課題に取り組
む。

【演習】
・文系理系適性テスト

【探究】
・職業理解と職業調べ

【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決状況
【学びに向かう力、人間性等】
　発表や活動への取り組み状況

○ ○

２
学
期

 単元
・選択し行動する
・文化の多様性

【知識及び技能】
基本的な知識を身に付ける。

【演習】
・ＴＧＧ事前学習活動
【演習】
・上級学校訪問事前指導
【体験】
・ＴＧＧにおける異文化理解
【体験】
・上級学校訪問

【知識及び技能】
　ワークシートの取り組み状況

○ 6

 単元
・グローバル化が進展する社会に
生きる
・支え合う社会
【思考力、判断力、表現力等】
考察し、自分の考えを発表する。

5

【探究】
・SDGsなど。
・分野の基本的な知識習得
・研究テーマの設定
【体験】
・清掃活動を通じての社会貢献

【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決状況

○ ○

・キャリア教育
【学びに向かう力、人間性等】
他者と協力し合って課題に取り組
む。

【社会的・職業的自立支援教育プ
ログラム】ライフプランニング授
業
【演習】
・課題研究発表

【学びに向かう力、人間性等】
　発表や活動への取り組み状況

○ ○

3

合計

３
学
期

 単元
・地域社会を築く
・チームを動かす力
【学びに向かう力、人間性等】
他者と協力し合って課題に取り組
む。

【演習】
・探究活動の意義と方法
【社会的・職業的自立支援教育プ
ログラム】芸人から学ぶコミュニ
ケーションのコツ

【学びに向かう力、人間性等】
　発表や活動への取り組み状況

○

35

○ 5

4

4

4


